


巻頭のごあいさつ

　桂川・東部地域協議会も発足して久しいが、大気の汚染の調査、桂川の清流に
流れ込む水質の学習会、河川の清掃、清流を生み出す森づくり、きのこの植菌、
炭焼体験等活動内容も充実し、循環型社会の構築にむけて、同志の集まりも年々
増しています。
　本年２月１日より浄化槽法が施行、その目的に公共用水域の水質保全が明記さ
れ、放流水の水質基準や維持管理・清掃の監督強化、違反行為に罰金が盛り込ま
れました。現行の下水道事業は、地方自治体において大きな財政負担となってい
ます。国土交通省は下水道使用料金について、事業の管理運営費のすべてを回収
できる水準に設定し、確実に徴収するよう通知してきています。このことは、ま
さに受益者負担増につながり、下水道事業そのものが地方において破綻しかねま
せん。桂川流域においても排水計画の早急かつ適切な見直しがされるべきです。
　激動する社会に、一滴の水にこもる天地の恵みに感謝しつつ会の発展に励むも
のです。

市民部会　桂川・東部地域協議会会長　勝俣　藤久　

　北都留森林組合は、山梨県北都留地域（上野原市・小菅村・丹波山村）にある
森林組合です。私どもは当協議会の基本理念に賛同し、森林整備を通じ会員の皆
様と共に歩んでいきたいと願っております。
　２００５年度は、上下流交流事業として、桂川・相模川の源流の森づくり体験（間
伐体験＆森のコンサート）を企画実施させて頂きました。神奈川・山梨両県より
多くの方々にご参加頂き、上野原市の学校林周辺をフィールドとして、　「森」を
テーマに集い語らうことができました。スタッフをはじめ多くの皆様のご協力と
ご支援に感謝申し上げます。また、ご参加頂いた皆様からは、はじめての森林整
備（間伐体験）や森のコンサートに多くの喜びの声も頂戴いたしました。
　私どもは、これからも「森」について桂川・相模川流域の皆様方と一緒に考え、
活動していきたいと考えております。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

事業者部会　北都留森林組合代表理事組合長　加藤　亀吉　

　大月市は、面積２８０�でその８７％を森林が占め、市域の東西方向に笹子川・桂
川が流れ、緑豊かな自然を形成しています。
　この豊かな自然を守るべく定期的な河川水質調査や「清流をまもる集い」など
環境保全の啓発事業に対して積極的な取り組みを行うとともに、首都東京に隣接
していることから「自然と共生する環境調和都市」を目指しております。
　この度、協議会の幹事として会議に出席し、事業のお手伝いが出来たことに対
し大変、意義があったかと思われます。
　近年、国の三位一体改革により地方自治体には特に、行財政の健全化が求めら
れており、これからは「市民との協働」が重要課題となってきます。当協議会が
市・県域を超えて「市民・事業者・行政」一体となって流域の環境保全活動を
行っていることは、大きな評価をされるべきものであり、今後も末永い活躍を期
待しております。

行政部会　大月市環境課　三木　　裕　
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 「アジェンダ２１桂川・相模川」基本理念

　私たちは、桂川・相模川の将来像を「清く豊かに川は流れる」とイメージします。
　河川の豊かな水は、多くの生物を育み、生物はまた、水を自然浄化します。清流は、
ただ清らかに澄んでいるだけではなく、流れることによって、豊かで多様な生物の共
存を可能にしています。
　桂川・相模川は、これまで、清く豊かな流れによって森と海を結び、空と地表と地
下をつなぎ、多様な生物と人間を共存させ、地域の風土と文化、経済の中心になって
きました。
　しかし、２０世紀半ば以降、首都圏の周縁をなす流域とその周辺の人口の増加、社会
経済の急激な発展を背景に、水需要が増大し、川の水が大量に使用されるとともに、
汚濁物質が流入するなど、桂川・相模川の水量の減少と水質の悪化は大きな問題に
なっています。
　また、治水事業・利水事業は、私たちの安全で快適な生活の確保に役割を果たして
きましたが、反面では、生物の生息・生育環境を含めた自然環境に大きな影響を与え
ています。
　私たちは、古くから桂川・相模川の恩恵を一身に受けてきました。そして、今日、桂
川・相模川は、流域の住民はもとより、その恵みを受けているすべての生物と人々、あ
らゆる主体にとっての共有財産となっています。
　こうした認識のもとに、私たちは、桂川・相模川を悠久のものとして将来の世代に
引き継ぐため、市民、事業者、行政の合意に基づいて、次のことを基本理念として、
「アジェンダ２１桂川・相模川」を策定し、実行していきます。

�　私たちは、清く豊かに流れる桂川・相模川の恵みの下で、健康で安全かつ文化
的な生活を営む権利を有するとともに、この川の恵みを将来にわたって子孫とす
べての生物が公正に受けられるよう継承する責務がある。

�　私たちは、流域に関わるすべての人々の社会経済活動や生活様式が桂川・相模
川に大きな負荷を与えていることを認識し、これらを環境の視点から見直し、豊
かで多様な生命を育むことができる、環境への負荷が少ない持続可能な発展を基
調とした環境保全型社会を形成するよう行動する。

�　私たちは、桂川・相模川に係わるすべての事業活動において、地域の自然的社
会的条件に応じて、その計画段階から、良好で健全な自然環境の保全・回復を重
視し、生活環境及び社会環境についても、総合的に配慮する。

�　私たちは、上流と下流、市民と事業者と行政など、様々な立場の違いを越えて
互いに交流を深めながら協働するとともに、自らの責務を自覚し、各々の役割分
担と公平な負担のもとに、自主的かつ積極的に行動する。

�　私たちの行動の前提として、情報の共有化が必要であり、桂川・相模川に関す
る市民、事業者、行政の情報は、公開を原則とする。

　　私たちは、桂川・相模川に係わる政策や事業の立案と推進にあたって、桂川・
相模川に関心と利害を持つすべての主体の参加を得て行われるよう努力する。

１９９９年９月１４日策定
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４月３日環境学習会、４月１７日総会、５月１日植樹体験（大月森つ
くり会協賛事業）、６月５日全国水質一斉調査、８月２０日親子の川遊
び体験教室、９月１５日クリーンキャンペーン（上野原市鶴川）、３月
１８日クリーンキャンペーン（都留市夏狩）、３月２６日きのこ植菌体験
教室、通年NOx 測定調査

桂川・東部地域協議会

４月２４日 総会・シンポジウム「世界の水危機と日本の現状」、５月
２６日 鈴川河川改修現地見学会、５月２９日 クリーンキャンペーン（相
模川河口左岸）、６月５日 河川の水質調査、８月４日 上下流交流事業
の下流事業への協力、９月１日 県環境科学センター見学学習会、１１月
５日 流域シンポジウムにパネル展示で参加、１１月１０日 Ｊパワー研究
所公開学習会、バードマップ（０６年夏刊行に向け編集中）

相模川湘南地域協議会

 地域協議会の活動
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５月２１日（土）
２００５年度総会
ソレイユさがみにて

８月４日（木）
上下流交流事業
下流事業　
（神奈川県平塚市にて）

通年
クリーンキャンペーン
環境調査事業

６月５日（日）
身近な水環境の
全国一斉調査に参加
（流域各地）

９月 1０日（土）
第２４回  流域ツアー＆ウォッチング
動物写真家中川雄三さんと一緒に
青木ヶ原樹海を歩こう



－５－

 

６月５日 全国一斉水質調査（柏尾川）、６月２６日 温暖化防止のため
のエコツアー（山中湖、道志村）、９月２５日 忍野村クリーンキャン
ペーンに参加、９月２８日 横浜市西谷浄水場見学、１１月２０日 笹子の
森 ･水源地観察会、１２月１８日 地球温暖化防止の集いに参加

相模川よこはま地域協議会

９月４日 水ガキ養成講座、１０月１６日 田んぼの稲刈り体験講座、９月
～ 生ゴミ堆肥化試行調査

さがみはら地域協議会

１１月５日（土）
流域シンポジウム
神奈川県相模原市
（サン・エールさがみはらにて）

１０月１日（土）
上下流交流事業上流事業
（山梨県上野原市にて）

１１月２０日（日）
水源地観察会
（山梨県大月市にて）

１月２３日 (月 )
第２５回　流域ツアー＆ウォッチング
目久尻川（相模川支流）沿いを歩く
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 桂川・相模川流域協議会の組織

幹事会

　市民、事業者、行政の３者間の協議を行うため、幹事会が設けられています。幹

事会に参加する幹事は、３つの主体別部会及び地域協議会から選出され、それぞれ

の主体別部会や地域協議会の中で話し合われた内容を協議し、合意の形成を図りま

す。

専門部会

　幹事会には、流域の環境保全に関して専門的な検討を行うため、必要に応じて専

門部会を設置することができます。専門部会には、扱う専門的な課題に関係のある

主体が参加し、必要に応じて専門家の出席・協力を求めることができます。専門部

会での検討結果は、幹事会に報告されます。

監事

　会計、事業に関して監査を行うために、各主体から監事を選出します。

主体別部会

　桂川・相模川流域には、市民部会、事業者部会、行政部会の３つの主体別部会が

設けられています。流域協議会の会員は、それぞれ該当する部会に参加することに

なります。

地域協議会

　流域環境の保全を効果的に行うため、市町村や支川単位、またはいくつかの市町

村にまたがって設置します。地域協議会の運営については、各地域協議会が定める

ことになっており、地域の実情にあわせた独自性のある運営が可能です。

総　　会

事  務  局

幹 事 会主体別部会 地域協議会

桂川・東部地域協議会

さがみはら地域協議会

相模川湘南地域協議会

相模川よこはま地域協議会

幹 事 会
市 民 部 会

事 業 者 部 会

行 政 部 会

※ 各部会から５～１０名
　 の幹事を選出 ※ 各地域協議会から１名

　 の幹事を選出

ア
ジ
ェ
ン
ダ

専
門
部
会

森
づ
く
り

専
門
部
会
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 １　総会・部会等の開催

　�　会議開催状況

　　「アジェンダ２１桂川・相模川」の推進 ､ 実行のための行動指針・行動計画の

検討等を中心に、総会、幹事会、主体別部会（市民部会、事業者部会、行政部会）、

専門部会等を開催しました。

　　ア　月別会議開催状況

　　イ　会議等の概要

計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

１１総 会

８１１１１１１１１幹 事 会

９２１１１１１１１専門部会

１０１１１１１１１１１１市民部会

２１１事業者部会

２１１行政部会

○総会（５／２１、ソレイユさがみ、４０名）
　１　講演
　　　「市民参加の地域環境づくり－市民・事業者と行政の「川づくり」
　　　の試み」　　　　　　　　　法政大学社会学部教授　田中　充氏
　２　議題
　　　２００４年度事業報告（案）及び収支決算（案）について
　　　２００５年度事業計画（案）及び予算（案）について
　　　役員改選（案）について

○第１回幹事会（４／２７、八王子市クリエイトホール、２３名）
　・２００５年度流域協議会総会について
　・２００４年度事業報告（案）・決算報告（案）について
　・２００５年度事業計画（案）・予算（案）、役員人事について

○第２回幹事会（５／２１、ソレイユさがみ、２２名）
　・２００４年度事業報告（案）・決算報告（案）について
　・２００５年度事業計画（案）・予算（案）、役員改選（案）について
　・市民交通費（案）について
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 ○第３回幹事会（７／２０、相模原市橋本公民館、２３名）
　・ホームページ運営事業・流域シンポジウムについて
　・河川整備計画の説明会について
　・各種シンポジウム、クリーンキャンペーン等への後援 ･協賛について

○第４回幹事会（９／１４、八王子市クリエイトホール、１４名）
　・流域シンポジウム・上下流交流事業（上流側）について
　・アジェンダ専門部会・森づくり関連事業について
　・各種会議等への協賛について

○第５回幹事会（１０／２０、八王子市クリエイトホール、２０名）
　・流域シンポジウム・アジェンダ専門部会について
　・水源地観察会・ホームページの更新について
　・相模原市の清掃工場の改築について

○第６回幹事会（１２／２０、八王子市クリエイトホール、１６名）
　・アジェンダ専門部会の予定について
　・２００６年度事業計画と予算について

○第７回幹事会（２／１６、サン・エールさがみはら、１８名）
　・２００６年度定期総会について
　・市民交通費について

○第８回幹事会（３／３０、八王子市クリエイトホール、１９名）
　・２００５年度事業報告（案）・決算報告（案）について
　・２００６年度事業計画（案）・予算（案）、役員人事について

○第１回アジェンダ専門部会（４／２７､八王子市クリエイトホール、３１名）
　・発電水利権の期間更新時における河川維持流量の確保について

○第２回アジェンダ専門部会（１０／２０､八王子市クリエイトホール、２１名）
　・相模川水系相模川上流（東部）圏域河川整備計画について
　・マンション等のビル清掃時における合成洗剤について

○第３回アジェンダ専門部会（１１／１７､八王子市クリエイトホール、２１名）
　・東京電力（株）山梨支店の水利権更新にかかる説明会について

○第４回アジェンダ専門部会（２／２、八王子市クリエイトホール、２９名）
　・講演：環境アセスメントとミティゲーションについて（武蔵工業大
　　学田中章助教授）
　・神奈川県の環境アセスメントについて

○第５回アジェンダ専門部会（２／１６､ サン・エールさがみはら、２４名）
　・かながわ水源環境保全・再生施策大綱及び実行５か年計画について
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 ○第１回森づくり専門部会（５／１２､ 八王子労政会館、１９名）
　・年度全体計画について
　・見学会（岩手県紫波町）の提案について
　・モデル事業の進め方について

○第２回森づくり専門部会（７／２９､ 八王子市クリエイトホール、１８名）
　・見学会（岩手県紫波町）の報告について
　・流域材の活用事例について

○第３回森づくり専門部会（９／１４､ 八王子市クリエイトホール、１７名）
　・モデル事業の今後のスケジュールについて

○第４回森づくり専門部会（１／１３､ 八王子市クリエイトホール、１４名）
　・森づくり専門部会が担う役割について
　・家づくりモデル事業について

○第１回市民部会（４／２、相模湖交流センター、１３名）
　・環境基本計画改訂素案の説明と意見について
　・河川整備計画に関する要望書について

○第２回市民部会（５／７、サン・エールさがみはら、１２名）
　・２００５年度事業計画・予算案について
　・河川整備基本方針・整備計画に関する要望書について

○第３回市民部会（６／４、相模湖交流センター、６名）
　・２００５年度流域シンポジウムについて
　・洗剤対策事業について

○第４回市民部会（７／２、サン・エールさがみはら、１４名）
　・森づくり専門部会関連の事業、アジェンダ専門部会について
　・上下流交流事業・流域シンポジウムについて

○第５回市民部会（９／３、サン・エールさがみはら、１１名）
　・アジェンダ専門部会
　・ツアー＆ウォッチングの候補について
　・上下流交流事業・流域シンポジウムについて

○第６回市民部会（１０／１５、サン・エールさがみはら、１０名）
　・流域シンポジウムについて

○第７回市民部会（１２／３、サン・エールさがみはら、１４名）
　・アジェンダ専門部会
　・ツアー＆ウォッチングについて
　・２００６年度からの環境調査事業「シジミ調査に替わって」について

○第８回市民部会（１／７、相模湖交流センター、１１名）
　・２００６年度の事業計画について
　・２００６～２００７年度の幹事、代表幹事、監事について
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 ○第９回市民部会（２／４、相模湖交流センター、８名）
　・２００６年度の事業計画と予算について
　・２００６～２００７年度の役員人事について

○第１０回市民部会（３／４、サン・エールさがみはら、１１名）
　・２００６年度事業見積りについて
　・２００６～２００７年度の幹事について

○第１回事業者部会（４／１９、八王子市クリエイトホール、１７名）
　・２００５年度流域協議会総会について
　・２００４年度事業報告（案）・決算報告（案）について
　・２００５年度事業計画（案）・予算（案）、役員人事ついて

○第２回事業者部会（３／２３､ 八王子市クリエイトホール、１３名）
　・２００６年度流域協議会総会について
　・２００５年度事業報告（案）・決算報告（案）について
　・２００６年度事業計画（案）・予算（案）、役員人事ついて

○第１回行政部会（４／１９､ 八王子市クリエイトホール、２５名）
　・２００５年度流域協議会総会について
　・２００４年度事業報告（案）・決算報告（案）について
　・２００５年度事業計画（案）・予算（案）、役員人事ついて

○第２回行政部会（３／２３、八王子市クリエイトホール、１６名）
　・２００６年度流域協議会総会について
　・２００５年度事業報告（案）・決算報告（案）について
　・２００６年度事業計画（案）・予算（案）、役員人事ついて
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 　�　専門部会の開催

　　ア　アジェンダ専門部会

     　　　　　５回も行いました

・第１回（２００５．４．２７）：「桂川の水力発電所水利権 

の期間更新について�」（東京電力山梨支店）

・第２回（２００５．１０．２０）：「相模川水系 相模川上流 

（東部）圏域河川整備計画（山梨県治水課）

・第３回（２００５．１１．１７）：「桂川の水力発電所水利権 

の期間更新について�」（東京電力山梨支店）

・第４回（２００６.２.２）：「アセスメント制度学習会」 

・第５回（２００６．２．１６）：「かながわ水源環境保全・

再生施策」

　アジェンダ専門部会は、流域協議会発足当時は

アジェンダ２１桂川・相模川の策定の場として回を

重ねていたのですが、１９９９年のある専門部会にお

いて、「枯れ川に清流戻る」との古い新聞切り抜き

のコピーが配られました。１９９４年６月９日の毎日

新聞でした。

　「ダムや取水堰の下流の石ころだらけの枯れ川

――。水力発電の発達した日本では見慣れた死の

光景だが、今、枯れ川に清流を戻そうという動き

が全国で進んでいる。清流復活作戦が始まるきっ

かけは、１９８８年に建設省（現国土交通省）と電力

事業を管轄する通産省（現経済産業省）とが合意

した河川維持流量確保に関するガイドライン」と

ありました。

　この専門部会の中で、桂川水系の発電水利権の

更新の日を確認。「前倒しで放流を」と迫ったこと

もあります。また当時の京浜工事事務所からはガ

イドラインの文書が提出され、「相模川・桂川の流

況について」もまとめられてきています。

　こうした中で、「アジェンダ２１桂川・相模川」

の第８章には「川に水を戻す」の所で、課題とし

て「桂川における発電取水による水量の減少」、行

動指針として「桂川・相模川の水量を豊かにし、

河川環境を良くします」、行動計画としては「河川

維持流量についての論議を進めます」と書き込ま

れていきました。

　そうして今回の説明会でした。１回（４月）、３

回（１１月）と２回もたれたが、期間更新直前にやっ

と具体の数字が出てくるのでは、何も検討のしよ

うがありません。アジェンダ策定以後、これまで、

河川維持流量についての論議は全くと言っていい

ほど進んでいません。提示された数字はガイドラ

インを一歩も前に出ていませんでした。

　と思いつつも、桂川に水が戻されていく大きな

時代の流れに期待をよせ、また今後の期間更新が

最大１０年と大幅に短縮されることにも希望を託し

て、今後とも桂川のため頑張りましょう。

　アジェンダ専門部会の２回目は、笹子川合流点

下流部分の河川整備計画ができたということで、

山梨県治水課より説明をうけました。

　しかし、それは従来の河川工事実施計画でしか

なく、しかも、葛野川の深城ダム建設と、笹子川で

の３ヶ所の河川改修工事の計画が全てであって、

さらに深城ダムと笹子川の１ヶ所はこの計画以前

に完成しているというものでした。桂川本流、そ

して大きな支流の鶴川などについての言及は皆無

でした。

　アジェンダ専門部会の４回目は「アセス制度に

ついて」、５回目は「神奈川県の水源環境保全・再

生について」の学習会をもっています。

　アセスメントについては、アメリカの制度（ＮＥ

ＰＡ）と日本との違い、ＮＥＰＡからミティゲー

ションへ至る道すじについて、武蔵工業大学の田

中章助教授に話していただきました。

　話を伺っていて気づいたのですが、魚道の設置

とはミティゲーションそのものです。「次善の策」

などと苦労して言葉を捜していた時代は遠い昔に

なるのでしょう。

　５回目は、水源環境保全・再生についてはこれま

でも何回も議論が行われてきていますが、動きが

具体的になることも見据えていきましょう。
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 イ　森づくり専門部会

（報告者　倉橋満知子）

会議回数　　４回

運営委員会　２回　　

視察研修　　岩手県紫波町（１泊２日）

　実践的森づくり専門部会として、２年間の流域材活用プロジェクトを組み、

参加者も今までのメンバーに山の関係者や建築関係者、アドバイザーの佐川旭

氏を加え、多種多様なメンバーで発足しました。

　流域材活用の公共建築と民間建築の二本柱を推進目標に掲げ、

　「流域材の家づくり」

　「相模原市立環境情報センターの備品に流域材使用」

をモデル事業として推進することとしました。

　推進するにあたり、アドバイザーの佐川旭氏が岩手県紫波町で手がけた循環

型まちづくりによる、公共建築を自前の木材と職人で作りあげた実践例として、

見学をすることになりました。

　７月７日～８日の２日間、２２名で研修に行きました。自己負担の費用を抑え

るため、バスを利用しての長旅となりました。早朝、大月と相模原で乗り合わ

せ、一路岩手県紫波町へと向かいました。途中の渋滞や雨による速度規制のた

め、大幅に予定時刻を過ぎ、見学コースを変更してもらっての見学となりまし

た。ＮＰＯ法人紫波みらい研究所のお二人に案内されて、上平沢小学校と虹の

保育園を見学しました。木の持つやわらかさ、香り、暖かさなどを実感し、随

所にこどもたちへの配慮がなされた心遣いを目にすることができました。夜に

は建設に関わった高橋理事長さんから、裏話などを交えたお話を聞くことがで

きました。２日目は町役場で循環型まちづくりの説明を受け、町長の強い意思

と郷土愛によって成されていることと、「風土とは外から見て風を運ぶ風の人

と、その土地に生まれ育った土の人とで出来上がっていく」という言葉が印象

的でした。紫波中央駅舎を見学し、どこにでもあるコンクリートの建物だった

ら、誰も見にくる人はいないだろうと思いました。家畜ふん尿の処理について

は、これまで酪農家ごとで堆肥化していたが、堆肥化施設「えこさんセンター」

に集約して堆肥化し、つくられた堆肥は１００パーセント農家に供給されている

とのことです。生産された農産物は産直センタ－で、年間数億の売上をあげて

いるとのこと。確かに安くて新鮮、おいしい、納得のいく話でした。３万４千

人の小さな山のまちが、ほんとうの豊かさにあふれて、来る人を心地よく迎え

てくれる、価値のある研修でした。そしてまた、参加者の思いや意見を交流す

る場となり、推進の力となりました。

　研修を終え、具体的に行動することとして、「相模原市立環境情報センター

の備品に流域材使用」を要望し、受け入れを確認しました。「流域材の家づくり
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 について」は情報発信をするため、流域シンポジウムの森づくり分科会（リー

ダー：ＮＰＯ緑のダム北相模　石村黄仁氏）で、東林業、鈴木直子氏（設計士）、

中田無双氏（北都留森林組合）のお三方から現状報告を受け、流域材を活用す

ること、流通させるために森林行政が動くことを確認しました。

　今年度はモデル事業の準備期間ということで活動してきましたが、相模原市

立環境情報センターの流域材を使用した備品（机、椅子、書架他）が出来上がり、

４月１日オープンに披露されます。これによって他の市町村に広がることを期

待したいです。

　家づくりは現在モデルになってくれる方が現れ、次年度から、見学会を含め

た流域材使用の家として、情報発信していくことになりました。
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 ２　上下流交流事業
（報告者　平塚市環境部環境政策課）

　�　相模湾船上観察会・交流会
　２００５年８月４日（木）平塚市において今
年度の上下流交流事業の下流事業が開催さ
れました。
　今回は、川と海はつながっていることを
感じてもらいたいということをテーマに、
海の観察会と交流会等が行われました。
　今年も大勢の参加があり、山梨県側から
は４５名、神奈川県側からは５８名、合わせ
て１０３名が参加しました。　
　午前中は５隻の遊漁船に分かれて乗船し、
定置網や烏帽子岩の周辺、潮目などを観察
しました。潮目ではごみが流れており、船
の上から網ですくってみると、海草や川か
ら流れてきたと思われる木の枝、人が捨て
たと思われるビニール袋などがありました。
午後は、今回参加した小学生の交流会と講
演会がありました。交流会では、上流の鳥
沢小学校と下流の柳島小学校の児童が、学
校で行っている環境を保全する活動を紹介
し合いました。
　続いて講演会（浜口哲一平塚市博物館長、
木幡孜元神奈川県淡水魚増殖試験場長）で
は、相模川の生きものについて、クイズを
交えた紹介や相模湾の漁業問題と相模川の
つながりについて話されました。
　また、昼にはハーモニカとピアノの演奏
会（片倉義人さん、広義さん）もあり、昼
食を食べながら楽しい音楽を聞くことがで
きました。

　

〈参加した山梨県大月市立鳥沢小学校のみ
なさんの感想〉
　私が一番楽しかったのは、流れも

・・・
にくっ

ついていたカニ、小さなイシダイみたいな
魚にさわる事ができた事です。さわるとい
うか、拾ったんですけれど、カニや小さな
魚にさわるのは初めてなので、とてもいい
体験になりました。小さな魚はどれも、と
てもかわいかったです。（芝田　藍嘉さん）

　私は、船に乗ったことはありますが、遊
らん船で、漁船には乗ったことがなく、貴
重な体験をさせていただいたうえ、海の大
切さ、海をきれいに守っていかなければな
らないことを改めて心に感じられました。

（天野　杏菜さん）

　海の上にうかんでいる藻をあみですくっ
てみると、藻の中に小さな魚がたくさんい
ました。小さな魚の住みかになっている、
ということを聞いて私は、なぜ藻の中に住
んでいるのだろうと思いました。　　　　

　（森屋　梨香さん）

　流れてくるも
・
の中に小さな、魚やかにが

入っているのをみて、びっくりしました。
相模川交流会へいったつぎの日ぐらいに家
族で海にいって、流れてくるも

・
をさがして

みました。また、あの魚やかにがみれたら
いいなと、思ったのですが、けっきょくみ
れませんでした。
　また、こういう会があったら、参加した
いです。　　　　　　 （佐々木　麻衣さん）

　漁船では、名前は忘れたけど、海の波浪
をはかるたてものをみたり、有名ないわを
見たりした。
　交流会では、自分たちの学校に「こんなと
ころがある」について発表しました。鳥沢
小からは、ビオトープについて発表しまし
た。他の学校からもこんなところがあるこ
とをきいて、こんなところもあるんだなと
思いました。

（佐藤　勇貴さん）

交
流
会
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様
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－１６－

 　�　行ってみよう！森の中へ
　　　～　間伐体験＆森のコンサート　～

（報告者　北都留森林組合　中田無双）

　２００５年１０月１日（土）山梨県上野原市にあ

る上野原小学校の学校林「八重山」に神奈川・

山梨両県から多くの方々が参加しました。

　今回の上流事業は、①間伐体験、②森林散

策、③森のコンサート（オマタタツロウ夫妻に

よる笛等の演奏）を用意しました。

①　間伐体験では、森林整備のひとつ、ヒノ

キ人工林の間伐（間引き）を実際に行いま

した。森づくりの大切さ、森林生態系、林

業問題などを説明し、間伐後、太陽の光が

林床へ届き、参加者の笑顔と素敵な汗がキ

ラキラ輝いていました。

②　森林散策では、学校林の中を実際に歩き

ながら子供たちの森づくりや環境学習方法

などを説明しました。山頂付近からみた富

士山の眺めがとてもきれいで、キノコやア

ケビなど森の恵みの多さに参加者も大喜び

でした。

③　森のコンサートでは、森の中での音楽会

を楽しみました。笛の音色に鳥たちも一緒

にさえずり、とても癒され、木洩れ日の中、

森の気持ちよさを体感したことと思います。

〈参加者の感想〉

　森のコンサートで、竹や木の実の楽っきの

えんそうを聞いて気持ちがとってもやさしく

なりました。いっぱいれんしゅうして何でも

吹けるようになったんだって。私もいっぱい

練習したら吹けるようになるのかなぁ。私は、

どんぐりぶえしか知らなかったので、いろい

ろな木の実でちょうせんしてみようと思いま

した。妹といっしょに木を切った間ばつ体け

んや高いところまでのぼることができた木の

ぼり体けんもすごく楽しかったです。また、

行きたいです。　　（大村　知聖さん　７歳）

　

　今回の交流事業では、親子ともども自然を

満喫することができました。３歳の娘が大人

に混じって、細い山道を初めて上り下りして、

歩き通したことは驚きでした。一言もわがま

まを言いませんでした。５歳の息子は、一休

みしたときに、どんぐりを含めて色とりどり

の実を見つけては、周りの大人から説明を受

けて、楽しそうでした。森のコンサートでは

知り合った子ども達と仲良く腰掛けて、顔を

見合わせながら真剣に聞いていて、ほほえま

しく感じました。また、のこぎりを使って、

木を切り倒したことは、通常の生活からはあ

りえないことで、貴重な体験だったと思いま

した。

（３歳の娘、５歳の息子を連れて参加した川

崎市在住の永積優子さん）

間伐体験の様子

木登り体験の様子
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 ３　桂川・相模川流域シンポジウム
～　桂川・相模川の未来を創ろう　～

（報告者　実行委員長　倉橋　満知子）

　�　はじめに

　　○開催日　　２００５年１１月５日

　　○開催場所　サン・エ－ルさがみはら

　桂川・相模川流域協議会が設立の準備期間から始まって１０年の歳月が流れたが、

流域の環境はどう変わったのだろうか。市民、事業者、行政の三者で１００を超え

る流域のアジェンダを策定し、アジェンダの実施、行動をする間に、地球規模で

迫ってくる環境の危機が、われわれの意思とは関係なく、環境への視点に向いて

きたのではないだろうか。

　そのような中で、利害関係が相反する三者が合意のもとで環境保全を行動して

いくという前例のない協議会のなかで、手探りをしながら、「清く豊かに川は流

れる」の理念に邁進してきた。

　河川法が改正され、コンクリ－ト護岸の排除、住民、市民の意見反映、河畔林

の復元と、市民が努力に努力を重ねて言い続けても難しかったことが可能になり、

反映されることになったが、果たして桂川・相模川の水質、生き物たちにどれほ

ど良い影響がでているだろうか。流域の生活の負荷が軽減されているのだろうか。

流域協議会は、何ができたのだろうか。

　これらを検証して桂川・相模川の未来を語り合い、次へと行動し実践すること

を、「森づくり」、「生き物との共生」、「ごみ問題」、「水質」の分科会で、それぞ

れ提言をし、確認し合う場となった。

全体会の様子
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 　�　開催の趣旨

　桂川・相模川流域の市民、事業者、行政が連携して平成１０年に「桂川・相模川

流域協議会」を設立し、流域の環境保全を図るための行動計画「アジェンダ２１桂

川・相模川」を策定、推進してきました。

　協議会では、広く流域に関わる皆様とともに情報交換や交流を深めながら、環

境保全活動の輪を広げるために『流域シンポジウム』を開催するもので、今日に

至るまで、県境を越え、市民・事業者・行政の各関係者が連携して、企画や準備

をおこなってきました。

　今年は、平成７年の設立準備段階から数えて１０年目にあたるという区切りの年

でもあるため、「桂川・相模川の未来」に注目し、今までの活動を振り返るとと

もに、未来を語るシンポジウムを開催しました。

　�　当日のプログラム

　（午前の部）

　　１０：３０　主催者開会あいさつ　倉橋満知子（桂川 ･ 相模川流域協議会代表幹事）

　　　　　　来賓あいさつ　岩本和紀（相模原市環境保全部長）

　　１０：４０　神奈川県・山梨県知事メッセージ

　　１０：５０　１０年を振り返って

　　　　　　「桂川・相模川流域協議会の検証」

　　　　　　　　石田　幸彦（桂川・相模川流域協議会監事）

　　　　　　「相模川の生き物たちの環境から」

　　　　　　　　勝呂　尚之（神奈川県水産技術センター内水面試験場）

　　　　　　コーディネーター

　　　　　　　　岸川　敏朗（桂川・相模川流域協議会市民部会員）

　　１２：００～１３：３０　《昼　　食》、パネル展示会

パネル展示の様子
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 　（午後の部）

　　１３：３０　　分科会（次の４つの分科会に分散して実施しました。）

　　　○森づくり　　　　リーダー　石村　黄仁（ＮＰＯ法人緑のダム北相模）

　　　（２階第１研修室）　発 表 者　鈴木　直子（建築設計士）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　吉岡　幹敏（吉岡木材）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　中田　無双（北都留森林組合）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　河野　　東（東林業）

　　　○生き物　　　　　リーダー　勝呂　尚之（神奈川県内水面試験場）

　　　（３階第２会議室）　発 表 者　加地　弘一（山梨県水産技術センター）

　　　○水質　　　　　　リーダー　関　　礼子（立教大学助教授）

　　　（２階第２研修室）　発 表 者　田嶋　龍司（清掃業）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　黒木　昭文（造園業）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　坂下　　栄（元三重大学医学部教官、元生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活クラブ生協検査室長、現環

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境科学調査オフィス主宰）

　　　○ごみ　　　　　　リーダー　川嶋　庸子（ＮＰＯ法人アリスセンター）

　　　（３階第１会議室）　発 表 者　渡邊　　茂（東京電力大月支社）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　市村　里江（さがみはらごみ連絡会）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　長田　尚丸（忍野村観光課）

　　　　　　　　　　　　発 表 者　清水　久子（真木処分場問題を考える会）

　　　　　　　　各分科会の発表者発表後、フロアー討議

　　１５：３０　　全体会　　　　各分科会からの報告、まとめ

　　

　　１６：００　　主催者閉会あいさつ

　　　　　　　　　　　　河西　悦子（桂川・相模川流域協議会代表幹事）

　�　分科会概要

　　ア　森づくり分科会

（報告者　關　正貴）

　森づくり分科会では石村黄仁氏（ＮＰＯ法人緑のダム北相模）がリーダーと

なり、「水源林の危機を救う、流域材の活用法とは」というテーマで進められ

ました。

　分科会会場には多くの方々の参加があり、流域の森林管理に向けた材の活用



－２１－

 法として建築材としての活用や机・椅子などへの活用が挙げられました。

　結果として、この森づくり分科会では、これらを流域材として位置づけ、例

えば造林・伐採・製材・加工・建築といったサイクルを、桂川・相模川流域

内で、山梨県、神奈川県の行政の枠を超えて各段階の関係者と協力し積極的に

推進していくことになりました。

　　イ　生き物分科会

（報告者　天内康夫）

　相模川中流域の水生昆虫、魚貝などが展示された会場では、神奈川県水産技

術センター内水面試験場の勝呂尚之さん、山梨県水産技術センター加地弘一さ

んのアドバイスのもとに、活発な意見交換が行われた。

　「川の環境を、地域ごとに選定した指標種（たとえばアユカケ）で評価して

みよう」、「湧水、伏流水のマップを作成しよう」などなど。ほかに「生きもの

が上り下りできない魚道や砂防堰堤等の実態を、ツアー＆ウオッチングで是非

見てみよう」、「ナマズなどがコンクリート水路から田んぼに出入りするための

特設魚道を設けたい」、「流域各地のアユを食べ比べてみよう」といったユニー

クな提案も出て、時間がまだまだ足りない分科会であった。

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　

　　ウ　水質分科会

（報告者　田嶋龍司）

　まず私が、相模原市内からマンション清掃に使用された洗剤が月にドラム缶

にして約６５０缶、建物全体からは約８０００缶排出され、このうち約２１００缶が直

接河川に流入していると、業務用洗剤の実態を示し、また、相模原市の施設に

おいて子どもの誤飲事件も起きており、利用弱者保護の視点から清掃委託をと

いう提案をしました。

　坂下氏からは、合成界面活性剤の内臓および胎児への影響、精子への影響、

水生生物への毒性が明らかにされ、これに対し、石鹸は自然界の循環に組み込

まれているとの解説がなされました。

　黒木氏からは、緑地管理にプロの植木屋は有機リン系の強力な薬剤を使用し

ているが、害虫に耐性ができて悪循環となり、雨が降れば河川に流入するが、

生き物分科会の様子
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 農薬を使用しない緑地管理も可能との話がありました。

　最後に、これらを現状認識で終わらせず、今後改善に取り組んでいくとの方

向性が確認されました。

　　エ　ごみ分科会

（報告者　市村里江）

　ごみ分科会の発表は、次の４名でした。まず忍野村観光課職員から、きれい

な上流の水環境を維持していく町の現状と取組み、事業者である東京電力山梨

支店大月支社からは、流域やダムのごみは年々減っているのに、取り払う費用

は逆に増えているとのこと。ここでも環境悪化が蓄積されている思いでした。

山梨県の「真木処分場を考える会」の、処分場建設を阻止した活動の報告。そ

して神奈川県の「ごみ問題を考える市民連絡会」を代表して、私が産廃工場の

再稼動を止めた経過や、相模原市の日本一のガス化溶融炉建設という清掃工場

建替の話をしました。

　４者ともそれぞれ違った立場からの話でしたが、それぞれの視点からの質問

や意見が会場全体で活発に交わされました。

　山や川や流域周辺のみならず、あらゆるごみの問題は、ごみを出す私たち一

人一人の問題でもあります。行政、事業者、市民がそれぞれ真剣にごみを出さ

ない社会を考えていかねばなりません。今を生きる私たちは、子や孫たちへ良

い社会を、良い地球を伝える義務があります。このような集まりを通してより

多くの人達とその思いを共有し、伝えていくのが大切な事と、この日改めて実

感しました。

　　　　　　　　　　　　

参加者の人たち
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４　環境調査事業

　�　シジミ類共同調査

（報告者　園原哲司（向上高等学校生物部顧問）、宮野貴・多賀照子（市民部会））

ア　はじめに

　環境調査事業としてこれまでにコイのメス化調査、ホタルの生息調査を実施

してきたが、２００４年度、２００５年度は神奈川県伊勢原市にある私立向上高校生物

部と共同して桂川・相模川のシジミ類調査を実施した。

イ　調査の経緯

　外来種が問題になっている昨今、向上高校生物部による相模川水系のシジミ

調査報告書に接し、外来種のタイワンシジミの生息拡大に驚くとともに、在来

種のマシジミが絶滅の危機に瀕していることを知った。インターネットで検索

すると、他の河川でも日本産らしくないシジミが報告されていた。魚介類の卸

売市場に問い合わせると、最近ではシジミの約４８％が外国からの輸入であると

いう。そのようなことから、水源である山中湖から河口までの桂川・相模川全

域にわたり体系的にシジミ類の分布調査を行うこととした。

　なお、タイワンシジミらしいものはそれまでに他の場所でも見かけており、

汚れた泥のある所に生息していたことから、マシジミとタイワンシジミの生息

条件を知る一助にもなればと考え、併せて水質調査も行った。

ウ　調査の実施

　２００４年度は５日間かけて１４地点を調査し、２００５年度は５日間で１３地点の調

査を実施した。調査地点を図－１に、データは表－１にまとめた。

　調査手法はスコップ、網、ザルを用いて底砂、底泥から貝類を採取し、同定

した。山中湖の調査ではボートを借り、エクマンバージ採泥器を用いて湖底の

調査も行った。水質調査にはｐＨメーター、電気伝導度計を使用し、ＣＯＤ、

アンモニア態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素、リン酸態リンについてはパッ

クテストを用いたが、一部デジタルパックテストも使用した。さらに２００５年度

は水質の指標となる指標生物も記録した。

写真－１　マメシジミを採取した農業用水路 写真－２　同定・記録作業の様子
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　　エ　タイワンシジミとは

　タイワンシジミ corbicula  fluminea はシジミ科の一種で、台湾、中国をはじめ

東アジア各地の淡水域に分布している。タイワンシジミは日本産マシジミ

Corbicula．leana と形態上大変類似しており、遺伝的にも極めて近い。この仲間

は単為生殖、雄性発生で繁殖しているため、マシジミが独立種なのかという疑

問が残り、レッドリストの対象外とされている。

　タイワンシジミは殻表面や殻内面の形態、色彩が変化に富んでおり、多くの

色斑型がある。殻表面が黄褐色、殻内面が白色ないし白紫色で両側歯が紫彩さ

れているものはカネツケシジミと呼ばれるもので、判別は比較的容易である。

一方、殻表面がオリーブ色、殻内面が一面紫色であるものは、殻の形態、色か

らはマシジミによく似ているものもあり、専門家

でも同定の困難なものが少なくない。在来種であ

るマシジミは、殻表面が稚貝のうちは黄緑色で、

老成すると黒色を帯び、一般に光沢は鈍く殻頂部

は剥落して灰白色が露出する。殻内面は中心部が

白色ないし白紫色、周辺部が濃紫色である。なお

シジミ類の同定については姫路市立水族館増田修

氏に依頼した。

　　オ　調査結果

　向上高校生物部の調査の結果、神奈川県内の相模川水系及び金目川水系全域

の１２２ヶ所の調査地点のうち、５８ヶ所でタイワンシジミの生息が確認されてい

る。在来種のマシジミが生息していたのは厚木市および城山町の２ヶ所のみで

あった。タイワンシジミが相模川の両岸全域で分布を拡大する一方、マシジミ

は調査地域の河川や水路では絶滅に近い状況であることが判明した。さらに、

２００４年度から開始された桂川・相模川流域協議会と向上高校生物部の共同調査

の結果（図- １および表- １参照）、山梨県内桂川流域ではシジミ類の生息はき

わめて少ないことが判明した。山中湖、河口湖では、タイワンシジミの生息を

確認したが、桂川流域におけるタイワンシジミの生息確認としては、最も早い

もののひとつであろう。今後、タイワンシジミが下流域に分布を広げるか、注

意深く見守る必要がある。また、都留市夏狩地区、大月市賑岡地区では、マメ

シジミの生息を確認することができた。なお、上記調査を総括した分布図は、

紙面の関係上、別刷りに掲載した。

　　カ　考察　タイワンシジミ分布拡大の経緯

　　　　一連の調査で、次のことが判明した。

�　何らかの理由で相模川に侵入したタイワンシジミが西部用水路、左岸用水

路など主要な用水路に入り込み、そこで繁殖した。さらに、小さな水路や水

田を通って下流の各河川に侵入し、繁殖した。

　　　�　ホタルの幼虫やカワニナと共にタイワンシジミが放流されていた。

�　自然保護活動をしているボランティアの方が、外来種とは知らずにタイワ

ンシジミを広範囲に放流していた。

写真－３
　　タイワンシジミ（左・中央）
　　マシジミ（右）
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�　漁協の放流事業によって、タイワンシジミが分布を拡大している可能性が

ある。

�　かつて相模川の周辺に生息したシジミの標本が博物館等に残されていない。

　　ここで特に問題なのは、ホタル放流といった自然保護活動や、漁協等の放

流事業に伴って、外来種であることが認識されることなく、タイワンシジミ

が分布を全国的に拡大していることである。タイワンシジミばかりでなく、

いままで広く行われてきた生息水系外への生物の放流は、原則的に控えるべ

きである。特に、外来種の分布拡大には特に注意を払わなければならない。

　『生物多様性』という言葉をよく耳にする。生息する生物の種類が多ければ、

多様性が高いように考えがちであるが、他の地域から生物を持ち込んで種数

を増やしても、それはその地域の独自性を損ない、他地域との均一化になる

だけで、かえって生物多様性を低下させることになる。大切なのは生態系の

バランス、地域の独自性だということが少しずつ分かってきた。オオタカが

いれば自然が豊かなのではなく、オオタカの生息を支える動植物を含め、自

然環境全体が『本来あるべき生態系のバランス』をもつとき、はじめて豊か

な自然といえるのである。

　　分布がこれほど拡大しても、その存在は気づかれることが少ないタイワン

シジミである。しかし、この小さなシジミを通じて、私たちの周りの自然環

境が今どうなっているか、本来どうあるべきか、私たちが自然環境の保全に

どう関わっていくべきか、そうしたことを考えることができた。人間が壊し

ている生態系のバランスを、多くの外来生物が映し出している。ブラックバ

ス、ブルーギル、さらにタイワンシジミの全国的な分布拡大は、外来種問題

の身近さと深刻さを、厳しく私たちに問いかけている。

　　キ　おわりに

　　今後は各地域の自然保護活動団体にも広く情報発信し、連携を進めていきた

い。環境事業としてのシジミ類調査は終了したが、本当に大切な活動はこれか

らなのかもしれない。

《私たちの提案》

１．ＤＮＡ分析をはじめ、マシジミ、タイワンシジミ種群の分類を確定するため

の研究を促進させよう。

２．マシジミ、タイワンシジミ種群の全国的な分布情報の収集を進めよう。

３．マシジミを絶滅危惧種に指定し、生息地にタイワンシジミ種群の侵入を防ぐ

など、必要な保護措置を講じよう。

４．ホタル生息地をはじめ、自然保護活動をしているフィールドで、どんな外来

種が侵入しているのか、全国的な調査を至急実施しよう。

　最後に本研究を進めるにあたり、姫路市立水族館増田修氏、神奈川県環境科学セン

ター野崎隆夫氏、神奈川県水産技術センター内水面試験場勝呂尚之氏をはじめ、多く

の研究者のご教示を受けた。また、多くの地元の方々に貴重な情報を提供頂いた。こ

こに深く感謝いたします。
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シジミ類調査　参加者の声

　この２年間のシジミ調査の手始めに、神奈川
県城山町、相模川右岸下倉川合流点地先にある
池に皆を案内したのはあいにくの雨の日でした。
　ここには冬場かならず大きなシジミの殻が干
からびて散乱していることを、ゲンゴロウ類採
集の折に見て知っていました。
　結果は生きたマシジミを相模川本流で唯一確
認できた地点として、今後とも大切に見守って
いきたいとは考えていますが、タイワンシジミ
も多数確認しており、時間の問題かとも…。
　

（小西一郎）

　相模川の河口に近い水辺の楽校付近では、大型の
タイワンシジミに出会えた。この一帯は川といって
も潮の満ち干で海水が届く、いわば汽水域に当たる
と思うが、こんな場所にまで淡水シジミがいるとは
意外であった。タイワンシジミの世界制覇には、広
い環境適応性があったからだろうか。
　また山中湖では、小型のタイワンシジミこそ見か
けたが、放流したというセタシジミ生息の痕跡は私
には確認できなかった。琵琶湖とは大きく異なる水
温差で、果たしてセタシジミが繁殖にまでこぎつけ
られるものだろうか、無駄な努力なのでは ････ の思
いを禁じえなかった。　　   　　　　　　（天内康夫）

シジミ調査と「水と生き物を守る会」

　帝京科学大学の環境科学科に在学する学生の多くは、自然環境の保全に高い関心を寄せています。
カリキュラムとしての野外実験で、河川の水質調査や植物の生態観察など、実際フィールドに出て自然
を調査する機会には恵まれていますが、真に自然環境保全を経験として学習するためには地域の抱え
る具体的な問題に対処して、それを解決するというプロセスを経ることが大切と考えております。
　そのような背景のもと、地域の自然保全を目的とした自主活動団体が複数立ち上がっており、その一
つに「水と生き物を守る会」があります。本会は山梨県東部河川域の自然保全を目的として、およそ２
年前に結成され、現在、総数４０名からなる団体となっています。会員は環境科学科の学生が主で全学
年にわたっていますが、前期は４年生、後期は３年生がリーダーシップをとって活動しています。
　結成当初、地域環境の情報の入手に困難がありましたが、相模川・桂川流域協議会に参加することで
生きた情報を得ることができるようになりました。また、流域協議会の行っている活動に参加協力す
る形で地域連携を図っていくことも、本会の活動に加えることになりました。その一つに山梨県内河
川のシジミの調査がありました。シジミの調査は２年間にわたり東部山梨の桂川流域について、１年
に数回の調査が実施されました。学生数人が主に活動しましたが、私もできるだけ参加するように努
めました。生きたシジミの採取は困難でしたが、２，３箇所でタイワンシジミを中心とした貝殻を見出す
などの成果がありました。このことは相模川上流域ではシジミが繁殖しにくいことを示唆していると
思われます。
　シジミの調査を通して、具体的な生物と環境保全の関わりを学びながら山梨の自然環境の実情を直
接知る貴重な機会となり、参加した学生にとって教育的な意義は大変に大きいと確信しています。ま
た、地域の環境保全に真摯に取り組んでおられる多くの協議会のメンバーと知り合えたことに感謝し
ております。水と生き物を守る会は、“ホタル生息地の自然環境調査”や“鶴川の指標生物と水質調査”
など、自主的な活動に加え、今後も相模川・桂川流域協議会と連携を保ち、流域の自然環境保全に些少
なりとも貢献できればと願っております。

（帝京科学大学 環境科学科 教授 落合鍾一（水と生き物を守る会顧問））

◆お　礼◆
　この調査は、向上高校生物部の園原哲司先生、生徒の皆さんに多くのご指導をいただきながら進めて
参りました。本当にありがとうございました。

（桂川・相模川流域協議会　担当者一同）
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　�　身近な水環境全国一斉調査
（報告者　宮野　貴（市民部会））

　　ア　はじめに
　本調査は環境調査事業のひとつとして、今年度初めて取り組んだもので、全
国一斉に行われた「第２回身近な水環境の全国一斉調査」に参加する形で実施
したものである。この全国調査は昨年度から始められ、２年度目の今年、全国
で約５，０００地点にて調査が行われ、流域協議会では、桂川・相模川流域を中心
に約８０人が参加し、１４１地点で調査を実施した。なお、この調査の特徴は、調
査者自らが調査地点を決めることにある。調査の前から既に行動は始まってい
たのである。

　　イ　調査の概要
　調査は、全国統一の調査項目であるＣＯＤ（化学的酸素要求量）、および、
流域協議会独自の調査項目である４種類（アンモニウム、亜硝酸、硝酸、りん
酸）を測定した（表－１，２参照）。また、ごみの有無、濁り等、水辺の状況に
ついて判る範囲で観察した。
　調査手法は、その場で測定結果がわかる「パックテスト」と呼ばれる簡易測
定法を用い、試薬の入ったチューブに採取した水を入れ、色の変化を読み取っ
たものである（写真－１参照）。ＣＯＤは同一地点で３回測定し、その他の４項
目は各１回測定した。
　調査は、全国一斉調査日である６月５日（世界環境デーに近い日曜日）に実
施することを原則としたが、調査者の都合で別の日程でも良いこととした。

　　ウ　調査結果の概要
　各調査地点の測定値については紙面の都合で割愛するが、各地点のＣＯＤを
３段階に区分したものを図－１に、また、流域内外の平均値を表－４に示す。
図－１を見ると、上流から下流にかけて徐々に水質が悪化していく状況が見て
取れるが、支川の上流域において水質の悪い地点があることも判る。

計神奈川県内山梨県内

１１２６７４５桂川・相
模川流域

２９２９０他流域

１４１９６４５計

表－１ 調査票（全国統一様式） 表－２  調査票（流域協議会独自様式）

写真－１　パックテスト
（簡易測定法）

表－３　調査地点数一覧
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　　エ　おわりに

　今回の調査は、簡易な方法ではあるが、流域全体で同

一方式を用い、ほぼ同時に測定を行うという初めての試

みであった。また、調査地点を調査者自らが決めるとい

うこともユニークで重要なことであり、これらの意味で、

非常に有意義な調査だったと言える。

　皆さんの近くの水辺の水質はいかがだろうか。意外と

きれいなところや、逆に何故か汚れているところもある

のではないだろうか。

　なお、これは１回だけのデータのため、必ずしもそこ

を代表する値ではないかも知れない。継続して調査する

ことが重要であり、年間の変化や一日の間での変化も探

る必要もあろう。

　全国事務局では、「１００年間は続けよう！」と、

すごい意気込みである。私たちも負けずに頑張ろ

う。

　最後になりましたが、調査に参加された皆様、

お疲れ様でした。

計神奈川県内山梨県内

１１２６７４５桂川・
相模川流域

２９２９０他流域

１４１９６４５計

表－４　流域内外の平均値 （COD中央値）

写真－２　調査風景

写真－３　最年少調査員！
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５　流域ツアー＆ウォッチング
（報告者　牧島信一）

　�　活動目的

　活動目的としては、桂川・相模川の流域の自然環境、文化を知るために、また、

地域団体との交流を深めるために、流域及び水源域を訪れ、見学することにある。

　�　具体的な活動と成果

　ツアー＆ウォッチング（略してＴ & Ｗ）では、今

年は上流域と下流域で２回の開催となりました。今

回は参加者の報告から引用した。感謝。

�　Ｔ&Ｗ２４青木ヶ原樹海と富士吉田市メダカの学

校・明見湖見学２００５年９月１０日（土）総勢３７名

参加。動物写真家中川さんの案内で、水源域の自

然の魅力に触れることができたことに参加者の多

くは帰りのバスの中でとてもよいツアーだったと高い評価をいただいたことか

らも伺えた。大学生宮崎さんの報告から紹介。

◆青木ヶ原樹海について

　　青木ヶ原樹海は今から千百年前に噴火した富士山から流れ出た溶岩流の跡地

にできた森である。そのため、樹海にはところどころに流れ出た溶岩がその姿

を残していた。樹海の中は外に比べて涼

しく、外界との温度差は約５度であると

いう。樹海にはクマ ･ オコジョ ･ ヤマネ

･ シカなどの様々な生物が棲んでおり、日

本の野生生物の約半数が棲んでいるとさ

れている。ところが、樹海の中へと進ん

でいくと、肝試しのために使われた赤色

や黄色のスプレーで色をつけられた木、

白いビニールテープが道沿いの脇に長々と捨ててあった。小動物や鳥に絡まっ

てしまうと非常に危険である。少し歩くだけでもごみを見つけられる。説明し

ながら中川さんは、回収して袋に集めていた。

◆西湖から明見湖、メダカの学校へ

　　富士五湖の一つである西湖は、豊富な湧水で夏場でも１１℃と冷たいため、ヒ

メマスの養殖が行われている。西湖を後にして、バスで明見湖へ向かう。湖を

眺望台の近くでメダカの学校勝俣さんの出迎えを受ける。蓮の花も咲いていて、

やさしい里の自然環境とそれを守るためにできるだけ人工的な護岸工事等をし

ないで済ませる工夫を周辺の住宅地の方々との話し合いで進められた努力には

頭が下がる思いがした。

　　明見湖を一周して、メダカの学校の水田を見ることができた。側溝の工事を

野鳥の森公園のセンターにて説明

蓮のある明見湖で、中川さん、勝俣さんと記念撮影
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止めて貰うために農家の方々の理解を得ることもなかなかの難仕事だったこと

がよく理解できた。

�　Ｔ & Ｗ２５：目久尻川２００６年１月２３日（月）

　　海老名市を中心にして、目久尻川を散策し、ホタルの生息地も見学すること

ができた。総勢１５名が参加・交流した。

会員村田さんの報告から引用。

　　目久尻川は座間市、海老名市、綾瀬

市を流れ、寒川町で合流する相模川の

支流。今回のツアー＆ウォッチングは

海老名市で活動している「目久尻川を

きれいにする会」副代表の柴崎さんが

目久尻川の流域を案内。集合場所の

相鉄線かしわ台駅から歩いて目久尻

川のほとりに出た。ここはカモ類が多く、カルガモ、マガモ、コガモ、ハシビ

ロガモ、オナガガモが同居、更にコサギやハクセキレイもいて、いきなり探鳥

会のようになった。河原に下りて相模原の参加者の小林さんが石をめくり、裏

についているカゲロウ、トビケラの幼虫、モノアラガイなどを紹介。真冬でも

生き物が豊富なことに驚かされた。水温を測ると１３℃で、目久尻川は座間丘陵

に沿って流れ、湧水が多いため水温が高いとのこと。湧水はいろいろな動物に

とって、貴重な存在。次に川を離れて高台にある秋葉山古墳を見学。再び目久

尻川沿いの道に戻り、下流へのウォーキングを開始。二日前の大雪が残り、ぬ

かるんで歩き難い場所もあったが、予定より若干遅れてコミュニティセンター

に到着。ここで昼食をとりながら参加者１５名の自己紹介があり、横浜や川崎、

横須賀からも参加者がいて驚いた。「目久尻川をきれいにする会」会長の飯田

さんも参加して、会の活動についての説明。１１年間活動の結果、汚染の指標Ｂ

ＯＤが１／１０にまで減少し、アユの遡上も見られるようになったとのこと。ま

たＥＭダンゴを小学校の授業の一環として生徒に

作ってもらい、川に流す活動もしていることも驚き

だった。途中、畑の電柱にチョウゲンボウを見つけ

たりして楽しんだ。

　　最終目的地の城山公園ではホタルの生息地を見学

した。以前は農家のワサビ田だった場所。去年の夏

には１５０頭のホタルを確認。この場所の水と光と植

生がその条件に合っていることを確認。この後、城

山公園の頂上付近で解散した。

◆補足説明：　 なお、今までのツアー＆ウォッチングで訪問したルートを記録す

　　　　　　る作業が進行。画像データとしてホームページ等で公開予定。

雪道を柴崎さんの案内で歩く

城山公園にてホタル生息地案内
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６　桂川・相模川クリーンキャンペーン２００５
（報告者　神奈川県環境農政部大気水質課）

　�　キャンペーンの実施目的

　「桂川・相模川クリーンキャンペーン２００５」は、「アジェンダ２１桂川・相模川」

に定められている「散乱ごみ・不法投棄のない地域づくり」と「市民、事業者、

行政が連携した取り組み」の実践として、次の内容で毎年実施しています。

　　　

　�　キャンペーンの内容

　　ア　情報収集と周知

　流域各地でごみ拾いを中心に実施される環境保全活動の情報を収集し、整理

しました。そして、この情報を広く知ってもらい、多くの方々に参加していた

だくため、「桂川・相模川クリーンキャンペーン２００５実施会場一覧」のチラシ

を期間中に２回作成し、協議会会員、環境保全団体への送付、流域各地の関係

機関での配布や協議会のホームページでの紹介など広く周知を行いました。

　　　　　チラシ総数　約２，７００枚

　　イ　実施支援

　クリーンキャンペーンの実施にあたり、資材として、ごみ拾いに用いるごみ

袋、軍手及び参加者（特に子供たち）に川への関心を深めてもらうための簡易

水質検査キット（ＣＯＤ、ｐＨなどのパックテスト）を希望する団体等に提供

しました。（表１）

　　　　　　　　　表１　資材提供実績

　�　キャンペーンの結果

　このキャンペーンでは、延べ４０の団体等から収集したごみ拾いなどの環境保全

活動の実施情報を周知した結果、それらの各団体が桂川・相模川流域において、

主体的に実施した環境保全活動への参加者は合計４６，７７５名、回収したごみの量は

１１４，９９４�でした。

　実施結果の概要については、p.３６の表２のとおりです。

配 布 総 数会　場　数項　　目

４,２７６１３ご み 袋

３,９４０１１軍 手

３３０９パックテスト
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　�　キャンペーンの効果

　市民、事業者、行政が連携したクリーンキャンペーンを実施したことにより、

次の効果があったと考えられます。

①　流域環境保全活動に参加する機会を提供することができた。

②　環境保全意識を参加者に啓発することができた。

③　流域協議会の活動を広くＰＲすることができた。

　　　　　　　　　忍野八海クリーンキャンペーンの様子（８／２５）
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※ №は p３６～３７の表２の№である。
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７　流域データベース化共同事業
（報告者　關　正貴）

　�　事業の実施目的

　流域協議会は２００４年度より日本大学糸長研究室とのパートナーシップで流域

情報を整備・管理する流域データベース化共同事業（ＤＢ事業）を推進すること

となった。今年度は２００４年度から続き、２年目となる継続事業である。

　このＤＢ事業は、主として、紙地図に描くことの出来る情報をＧＩＳ（地理情

報システム）を活用して整理・整備することと、図表などにまとめられた既存の

情報を把握し整理することを目的としている。具体的には以下の２点を昨年度か

ら実施している。

　　①　流域協議会事業のＤＢ化

　ここでは、流域協議会の各事業の成果をＤＢ化する。この事業のＤＢ化は他

の事業とコラボレーション（共同）することで成立する。各事業の成果を次年

度へ最大限に生かすための情報整理をおこなう。また、ＤＢ化した情報につい

ては公開を基本とし流域住民をはじめとした流域に関係する各主体へ向けた発

信も試みる。

　　②　流域管理に向けた流域情報整備

　ここでは、流域協議会の事業等の活動に際し必須となる情報の整備を行う。

また、整備した情報は各種活動団体への情報支援に活用することを試みる。

　これらは、流域協議会会員が自らの活動を客観的に見直すことを可能とする

ものであり、今後、流域保全活動を推進するにあたり最も重要な視点の一つに

なる。

　�　事業の内容

　　２００５年度のＤＢ事業の活動内容は次の通りである。

　　ア　打合せの実施

　２００５年度は４度実施した。ここでは、主に下記のイ、ウ、エについての協議

を行った。

　　イ　流域協議会事業のＤＢ化

　ここでは、流域協議会事業の成果のＤＢ化として下記の事業に対して実施し

た。繰り返しになるが、この事業のＤＢ化は他事業とコラボレーションするこ

とで初めて成立する。他事業の活動をサポートするものとなれば幸いである。

　　　�　流域ツアー＆ウォッチング（Ｔ＆Ｗ）

　昨年度に引き続きＤＢ化を試みた。昨年度は、新たな試みとしてモデル的

に地図と帳票を作成し参加者に気づいた点を記入していただき、これをＤＢ

化することを試みた。これにより、参加者がＴ＆Ｗの参加中に何を感じとっ

ているのかを把握することが可能となった。
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　今年度は、Ｔ＆Ｗ関係者が作成した、これまで歩いてきたルートをＧＩＳ

に入力することを試みた。これにより、流域内でのＴ＆Ｗの濃淡が明らかに

なる。今後の事業開催地の選定等に役立つものと思われる。

　　　�　身近な水環境一斉調査（一斉調査）

　今年度は新規に一斉調査の情報をＤＢ化した。項目はアンモニウム、硝酸、

亜硝酸、りん酸である。一斉調査にて座標整理までされた情報をＧＩＳに取

り込んだ。作成されたＤＢは下記のウで作成した流域情報とともに地図化さ

れ、流域協議会会報誌の「あじぇんだ１１３」に掲載された。

　　ウ　流域情報の作成

　ここでは、流域協議会の事業等の活動に際し必須となる流域情報を、ＧＩＳ

を使用して作成した。作成した情報は下記の２つである。

　　　�　河川図

　国土地理院刊行の数値地図２万５千分１地形図に記載されている桂川・相

模川流域の河川を全て手作業で入力した。また、河川名の把握は流域協議会

の市民部会会員の方々にご協力を頂いた。

　　　�　流域図

　国土地理院刊行の数値地図５０ｍメッシュ（標高）からＧＩＳを使用して流

域を算出し、その後、山梨県および神奈川県が発行している紙地図に記載さ

れている流域界を参考に手作業で修正を加えた。

　　エ　ホームページ（ＨＰ）の作成

　ここでは、２００５年度にイ、ウで

整理・作成した情報の発信を行う

前提で、ＨＰの作成を実施した。

ＨＰは、公開に向けてＤＢ事業関

係者間で協議を行った。

　　オ　ＤＢ事業勉強会の実施

　横浜国立大学非常勤講師川崎昭

如先生を、日本大学生物環境科学

研究センターの会場にお迎えした。

ＤＢ事業関係者および流域協議会

会員、また日本大学の学生の参加もあった。ＧＩＳの基礎やその活用方法、利

点の理解を図った。

　�　来年度に向けて

　ＤＢ事業も２年が経つ。この間、事業をＤＢ化する試みや情報の把握を行った。

しかし、これらの情報の整理がまだ十分されているとはいえない。来年度は、こ

れまでの活動をしっかりと整理することを課題としつつ、この２年間の活動をむ

やみに拡げることなく、深く掘り下げる形で推進していくことが必要である。

図１　作成中のホームページ
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８　会報誌の発行
（報告者　山梨県大月林務環境部環境課）

　桂川・相模川流域協議会の活動状況やアジェンダの推進状況について、広く会員等

に周知するために会報誌「あじぇんだ１１３」を発行しています。２００５年度については、

２００５年１０月と２００６年３月の２回発行しました。

　また、桂川・相模川流域協議会のホームページ（http://www.katura-sagami.gr.jp/）より、

創刊号からご覧いただけます。

　今後も環境に関する情報や流域の話題などを発信していきたいと考えております。

あじぇんだ１１３第１５号
（２００５年１０月号）

あじぇんだ１１３第１６号
（２００６年３月号）
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９　ホームページの運営
（報告者　神奈川県環境農政部大気水質課）

　�　２００５年度のホームページ運営事業について

　桂川・相模川流域協議会のホームページは、２００１年９月から開設しております

が、情報の発信を強化し、よりわかりやすい画面にするために２００５年８月にリ

ニューアルを行いました。（下記参照）

　また、ホームページ運営委員会を組織して、掲載内容の確認や運営の意志決定

を行っております。

　さらに、ホームページの運営・更新に関しては外部に委託し、情報の更新を頻

繁に行うことにより、アクセス数が増加しました。

　�　ホームページのアクセス数について

　ホームページのリニューアルは、年度途中の８月に行われましたが、リニュー

アル後のアクセス件数が大幅に増加したため、今年度は年間を通して過去最高の

アクセス件数となりました。今後も皆さんに親しまれるホームページを作成して

いきます。

　☆桂川・相模川流域協議会ホームページの

　　　　　　　各年度別アクセス数

　 　

　　　　　　※２００１年度は７ヶ月分

累計アクセス
件数 (件 )

アクセス件数
( 件 )

年　度

８００８００２００１年度

５,０４９４,２９９２００２年度

１０,３１５５,２６６２００３年度

１５,８７６５,５６１２００４年度

２２,７２９６,８５３２００５年度
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１０　地域協議会の活動

　�　桂川・東部地域協議会　
　　ア　役員会の開催
　　　　役員会　５回開催
　　　　（４／５、５／１３、７／２８、９／２、１／２６）

　　イ　総会の開催
　　　Ｈ１７．４．１７（日）　大月市民会館

　総会では、桂川流域の環境保全を図り、
地域に根ざした持続可能な循環型環境保
全を築くことを目的として、様々な森林
保全体験や環境学習会を行っていくこと
が決定されました。また、議事後の写真
展示会では、地域の人々により多く、桂
川流域の環境保全活動に理解と認識を
持って、活動に積極的に参加してもらえ
るよう、花の会山梨支部の会員である大
月市初狩町在住の小林博氏による、大月
市内に自生する３０種のスミレ生息状況に
関する写真を展示しました。

　　ウ　クリーンキャンペーン
　　　�　第４回親子の川遊び体験教室

　Ｈ１７．８．２０（土）　
　大月市鳥沢地区桂川４３名
　親子の川遊びからスタートして今年
で６年目になりました。最初の参加者
は、３名ほどのお父さんを除いて川釣
りをした人はいませんでした。という
ことは、管理釣り場でお金を払って放
流した魚釣りしか知らなかったことに
なります。簡単な道具で川の石裏につ
いている小さな川虫で、ハヤ、オイカ
ワ、時にはアユが釣れることなど全く
知らなかったわけです。一昨年から賞
品を出して表彰することになりました。
今年は、大月市奈良子フィッシングセ
ンターから「親子一組の日釣り券」、ま
た釣具メーカーからの協賛を得てにぎ
やかに行われました。　

　優勝者はなんと大人の参加者ではな
く、女の子が２時間に１５匹を釣り上げ
てダントツの１位でした。今年は、川

遊びの楽しさをもっと知ってもらうた
めに、昔の川漁法の実演などを計画し
ています。
　桂川の上流部は、水質はＡランクの
評価を得ていますが、ゴミの多さは他
に類を見ないほどの量が相模湖に流れ
込みます。そのほとんどがビニール類
などの家庭用品であります。
　子供達がもう一度川に興味を持って
もらうことが、自然に桂川の浄化につ
ながることを期待しています。

　　　�　東部地域のクリーンキャンペーン
　　　　①第３回桂川の支流クリーンキャンペーン
　　　　　Ｈ１８．３．１８（土）　都留市夏狩地区

　東桂中学校先生・生徒５８名、大月林
務環境部職員、都留市役所職員と共に
桂川・東部地域協議会会員など総勢７３
名で実施しました。
　湯の沢温泉駐車場を主体として多く
の皆さんの協力をいただき、何でこん
なにごみがあるのかなどを話しながら、
清流の里が何時までも綺麗で釣り人な
どみなさんに喜んで来てもらえる川で
ある事に都留漁業協同組合関係者とし
ても感謝しています。撤去量は自動車
のタイヤ、自転車、クーラー、ストーブ、
屋根材料など、可燃ごみ約０．１トン、
不燃ごみ約０．３トンでした。東桂中学
校の生徒の頑張りと奉仕に感謝しなが
ら今後もお願いします。

　　　②桂川・相模川クリーンキャンペーン２００５
　　　　　Ｈ１７．９．１５（木）上野原市鶴川１８名

　上野原地区八米橋から鏡渡橋までの
河川及び周辺のゴミ清掃を行いました。
当日の安全確保と時間内に行うため、
１週間前から踏査し、ルートの草刈り
等をして、準備しました。結果、可燃
ごみ約６０㎏、不燃ごみ約４０㎏のゴミを
回収しました。しかし、清掃予定地域
にかかわる小さな沢に面して想像以上
にゴミがあり、取りきれない状況でし
た。来年も実行できるとすれば、地域
の方々にも参加していただき、また、
行政の協力も仰ぎ、多くの人間で実行
し、地域の問題として認識を深めれば、
良いのではないでしょうか？施行した
近くの河川にも、大小の河川があり、
ゴミは膨大に散在しています。本当に
腰を据えて地域河川の清掃を行うには、
行政の予算化を抜きにして実現する事
は不可能なほどのゴミの量です。長年
の計画が必要かと思われます。
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　　エ　森林保全体験
　　　�　第５回きのこ植菌体験教室
　　　　Ｈ１８．３．２６

　大月市笹子町黒野田地区１４名
　今年で、５回目になるきのこの植菌
体験は、「大月森つくり会」との協働で、
間伐整備した材を活用し、笹子黒野田
のフィールドで行いました。クリの原
木には、ぬめりすぎたけ、ぶなはりた
け、たもぎたけ、むきたけ、およびあら
げきくらげの種駒を、クヌギの原木に
は、しいたけを植菌しました。
　昼食には、きのこや手作りチャー
シュー入りのラーメンと、笹一酒造さ
んからおいしい甘酒が振る舞われ、お
いしくいただきました。また、今年度
予定していた「炭焼き体験ツアー」が
天候不良で中止となったため、炭焼き
で事前準備しておいた竹炭を参加者に
配布しました。

　　　�　植樹体験（大月森つくり会協賛事業）
　　　　　Ｈ１７．５．１（日）　
　　　　　大月市笹子町黒野田地区　８２名　　

　笹子の民有林で「大月森つくり会」
主催の『植樹祭』に支援・参加。県有
林ＦＳＣ認証材で作ったデッキなどが
整備され、最初の植樹した花、桃など
が咲き始めた中、シオジ・コブシ・カ
エデなど９０本を植樹。その後、森林整
備で出た小径木にきのこを植菌。午後
は整備中の少し明るくなった林内での
コンサート。参加者みんなで森への想
いを語り合いました。

　　オ　活動継続・学習会
　　　�　ＮＯ２測定調査

　本年はＮＯ２測定を１ヶ月間設置し
て日平均値を算出するカプセル調査を
行いました。上野原１０箇所、大月１０箇
所、都留５箇所の地点を６月から１１月
までの６ヶ月間と１月から３月までの
３ヶ月間それぞれ連続調査しました。
　設置地点付近で発生する二酸化窒素
と神奈川や東京から流れてきた二酸化

窒素との混ざり具合、大気の流れの変
化や風向きの状況など複雑ですが、多
点調査をすることで、地域の大方の値
や季節による変化など傾向を知る良い
材料になると思われます。
　今後も調査を積み上げていくことで
身近な環境の変化などチェックの一助
になればと考えます。

　　　�　浄化槽研修会　Ｈ１７．１１．３０（水）　２０名
　北都留合同庁舎、大月都留広域事務組合
桂川・東部地域協議会も発足して久し
いが、大気汚染の調査、桂川の清流に
流れ込む水質の学習会、河川の清掃、
清流を生み出す森作り、きのこの植菌・
炭焼体験等活動内容も充実し、循環型
社会の構築にむけて同志の集まりも
年々増しています。
　本年２月１日より改正浄化槽法が施
行、その目的に公共用水域の水質保全
が明記され、放流水の水質基準や維持
管理・清掃の監督強化、違反行為に罰金
も盛り込まれました。現行の下水道事
業は、地方自治体において大きな財政
負担となっています。国土交通省は下
水道使用料金について、事業の管理運
営費のすべてを回収できる水準に設定
し、確実に徴収するよう通知してきて
います。このことは、まさに受益者負
担増につながり、下水道事業そのもの
が地方において破綻しかねません。桂
川流域においても排水計画の早急かつ
適切な見直しがされるべきです。
　激動する社会に、一滴の水にこもる
天地の恵みに感謝しつつ会の発展に励
むものです。

　　　�　環境学習会　Ｈ１７．４．３（日）８名
　　　　　ＴＥＰＣＯ葛野川ＰＲ館東京電力駒橋制御所

　ＮＯ２測定調査に使用するカプセル
を考案された天谷和夫先生においでい
ただき講演をうかがいました。
　主に、行政の行っている空気汚染物
質の調査結果と市民が行っているカプ
セル調査との差異についての考察や、
カプセル調査の有用性など、多くの示
唆をいただきました。今後に繋がる学
習会でした。

　　カ　河川環境調査他学習
　　　　全国水質一斉調査　Ｈ１７．６．５（日）

　桂川・相模川流域協議会が参加する「環
境調査事業～身近な水環境全国一斉調
査」に桂川・東部域協議会も加わり、帝
京科学大学の学生も参加協力しました。
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　�　さがみはら地域協議会

（報告者　副代表　小林義博）

　　ア　水ガキ養成講座

カヌーと水辺の生き物

日時　９月４日　晴れ

場所　相模川　大島キャンプ場

参加者　３０名　スタッフ２０名

カヌーの正しい乗り方を指導してもらう。

ひとり１人少し練習してから１００ｍ先へカヌーを漕ぐ。

小学校３年生の男子は初めてカヌーにのり自分の力で漕ぐ、１００ｍ先の終点

まで。

こんなに楽しいことはない、もう一度やってみたい、とカヌーを押して上流

へ戻る。

参加者全員カヌーを楽しんで学ぶ。

水生生物

川の深さ４０�以上の所は大人だけ、

子供たちは川岸と石の下。

川の生き物の取り方を指導して皆で川を学ぶ。

１８種類の川の生き物

アブラハヤ　　　シロタニガワカゲロウ　　シマゲンゴロウ

シマドジョウ　　チラカゲロウ　　　　　　オナガミズスマシ

ヨシノボリ　　　オオヤマカワケラ　　　　モンキーマメゲンゴロウ

モツゴ　　　　　ナガレトビケラ　　　　　アメンボ

チチブ　　　　　ヘビトンボ　　　　　　　ツツトビケラ

ドジョウ　　　　ヒゲナガカワトビケラ　　アメリカザリガニ

　ヒゲナガカワトビケラが７０匹以上取れたので、皆さんに食べてみるかい、と

おどろかせた。

　佃煮びんづめで販売されているザザ虫をインターネットで購入しておいた。

　初めての人が多く、カルシウムや蛋白質があるよと教えた。

　１人が食べると皆さん恐る恐る手を出してきた。
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水質検査　ＣＯＤ

　現在川の汚れはポイステが一番の原因といい、参加者を半分に分けＣＯＤを

測定させる。

　川の水を発泡スチロールに入れてそのまま測定する人もいる。

　初めて参加したお父さんに、ペットボトルの蓋に牛乳を入れてそのままポイ

と水の中へ投げ込んでもらい、残りの人たちにその水を測定してもらった。

　あまりにも汚れが多い色に変化し、みんなおどろく。

　ポイステで川の水は汚れるんですよ、川をきれいにしましょう、ゴミは持ち

帰りましょうと言って終了した。

イ　田んぼの稲刈り体験講座

日時　１０月１６日　小雨～くもり

場所　勝坂遺跡公園下の里山

参加者　４５名　スタッフ　２０名

　当日小雨がちだったが天気予報を信じて時間を１時間遅くして決行した。

　参加者があまりにも多いのにおどろいた。

　田んぼも少しぬかるみがあったが、皆さんに稲刈りのやり方を指導してあげ、

稲刈りを楽しんでもらった。

　お昼は餅つきをしながら豚汁を用意してあげる。

　お椀お箸は竹で自分で作る。

　小学校３年女子は初めて竹を切る。自分で作ったお椀で食べるのは大変おい

しいとおおよろこび。

　参加したお父さんお母さんは竹でつくる箸に苦戦をしていた。

　午後からは全員でサツマイモ掘りに泥だらけになりながら楽しんだ。

　スタッフは刈り取った稲を乾かすのに奮闘した。

　参加者全員におみやげとして自分で作った竹のお椀と箸、掘ったサツイマイ

モとお餅を少し差し上げた。

　今日刈り取った稲で１２月２５日に餅つきをします、ぜひ参加してくださいと

申し上げ、解散した。

　　ウ　生ゴミ堆肥化

　　　　この事業は９月頃から始まったばかりなので継続していくことになりました。
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　�　相模川湘南地域協議会　

　　ア　総会シンポジウムと総会

　２００５年度は初の試みとして４月２４日に、

総会に先立ってシンポジウムを行い、会

員以外の参加も自由とし、協議会の活動

に関心のある方には総会にも引き続き傍

聴で参加して頂き、できるだけ多くの一

般市民に、協議会を知って頂くようにし

た。

　シンポジウムは運営委員であった平田

孝一氏により「世界の水危機と日本の現

状」と題して行われ、参加者は１９名で

あった。講演内容は世界的な水危機の状

況が、各地に紛争をももたらし、砂漠化

を激化させ、日本は農産物の輸入を通し

て、世界中から水を収奪していることを

指摘された。平田氏は今後益々の活躍を

期待されていたのに、まことに残念なこ

とに１１月に他界された。謹んでご冥福を

お祈りします。

　　イ　クリーンキャンペーン

　５月２９日、恒例のクリーンキャンペー

ンが相模川河口左岸で行われた。パラグ

ライダーの愛好者など会員外の参加もあ

り、２０名で海岸の清掃にあたった。清掃

後は見違えるほどきれいな海岸になった

（写真１、２）。

　　ウ　鈴川河川改修現地見学会

　５月２６日、花水川の支流で、現在道路

改修と河川改修が併行して進められてい

る鈴川の改修工事について、その全体計

画と現在までの進行状況を県平塚土木事

務所の担当者３名、平塚市水政課の担当

者２名の参加を得て、学習見学会を行っ

た。南原自治会館で鈴川ワークショップ

の経過を含めてこれまでの市民への説明

経過や、災害時の対応策などの質疑応答

を行った後、近くの鈴川堤防に出かけて

現場での説明を受けた。その後に参加者

の感想を集めて報告書を作成した。市民

側の参加者は１６名であった。

　　エ　河川の水質調査

　６月５日と１２日に桂川・相模川流域協

議会本体の事業である水質調査に５名が

参加し、相模川本流では右岸３ヵ所、左

岸２ヶ所、引地川２ヶ所、千の川、鈴川、

渋田川で各１ヵ所ずつ測定を行った。結

果はあじぇんだ１１３第１５号に報告されて

いる。

　　オ　上下流交流事業

　８月４日、流域協議会本体事業として

の上下流交流事業がおこなわれ、受け入

れ側の地域協議会として協力した。平塚

漁業協同組合の協力により、海に船を出

して海の環境観察会を行い、午後は平塚

市教育会館で山梨、神奈川両県から参加

した小学生たちの交流の後に、浜口平塚

市博物館長と木幡元神奈川県淡水魚増殖

試験場長の講演を頂いた。参加者は湘南

地域協議会からは小学生を含め６０名で

あった。

　　カ　県環境科学センター見学学習会

　９月１日、平塚市西八幡にある県環境

科学センターで見学学習会を開催した。

ゴミを拾う前の有様 ゴミを拾った後の様子
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テーマは「相模湖・津久井湖における硝

酸性窒素除去の可能性」で、現在、県環

境科学センターでこのテーマで進められ

ている研究の内容を聞かせて頂き、実験

室での実験の状況も見せて頂いた。参加

者は１１名であった。

　　キ　流域協議会シンポジウム参加（パネル

　　　展示も実地）

　１１月５日、相模原市で行われた流域協

議会のシンポジウムに３名が参加した。

当地域協議会の活動状況を示すパネルを

手作りで作成しパネル展示を行った。こ

のパネルはその後も機会があるごとに活

用されている。

　　ク　Ｊパワー研究所公開学習会

　１１月１０日、茅ヶ崎市にある電源開発株

式会社研究所において「河川における水

の循環と土砂の移動」のテーマで学習会

を行った。電源開発株式会社は水力発電

のためのダム建設などを専門とする会社

であり、河川の工事や維持管理には造詣

が深い。湘南地域協議会は、地元に茅ヶ

崎海岸を抱え、そこの海岸が近年特に痩

せてきていることから、会員の関心も高

く、専門家からの説明には多くの参加者

が注意深く聞き入っていた。実験施設の

案内もあり、土砂の川床での移動がどの

ようにして起こるかという模型実験など

興味深いものがあった。参加者２３名。

　　ケ　バードマップの編集

　湘南地域に生息する野鳥たちが一目で

分かるようなマップをつくり、小中学生

にもその視点から環境問題に関心を持た

せるのも有意義であろうと、前年度より

計画を進めてきた。その方面に詳しい専

門家に依頼し、年度末で基本的な資料集

めを終わり、２００６年秋までには刊行の運

びとなるべく準備を進めている。なお、

この事業の資金調達のための小中学生を

対象としたピアノコンサートを支援した。

　　コ　フォーラムの開催

　２月２５日「相模湾から見た日本の漁業

と世界の水産」と題してフォーラムを開

催した。講師には元神奈川県淡水魚増殖

試験場長の木幡孜氏と水産貿易の専門家

である西出亨氏を招いた。講演内容はそ

の分野の第一人者であるだけに問題点を

専門外の参加者にも分かりやすく的確に

指摘なさり、たとえば国産の水産物は十

分に漁獲可能であるにもかかわらず、値

段が安いというだけの理由で市場から敬

遠され、高い遠洋漁業の魚や、輸入水産

物が流通の大半を占めていることなどが

報告された。

　　サ　運営委員会

　いくつかの点で運営委員会の運営方法

が改善された。原則として毎月第一木曜

日の午後に定例化したこと、会場や手配

を茅ヶ崎、平塚、寒川の３市町で持ち回

りにしたこと、自治体の運営委員として

の役割を明確にしたことなどである。毎

月定例の運営委員会を開き年間１２回の運

営委員会を行った。

鈴川の土手で説明を受ける参加者 フォーラム会場
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　�　相模川よこはま地域協議会

（報告者　牧島信一）

　「神奈川県東部地域に住む市民の命の源・水道水をもっと知ろう、そして課題解

決に連携・協調しよう」との目標で、役員・事務局・市民部会会員が主体となっ

て実施。Ｈ１７年度は " みず " 探検と協働の行動元年となり

そうである。　幾つかの活動を以下に紹介する。

　横浜では、まず大都会の市民に身近に水源の里の恵みと

水質問題を肌で感じて貰おうと、市民活動フェア（０５年４月

１６－１７日）において出展、即売と実演を行った。流域マッ

プの紹介、石鹸による換気扇の洗浄等を行った。また、ク

レソンの販売は大好評で、半日で完売した。相模川よこは

ま地域協議会（略してヨコハマ）の顔となっている交流事業

の一つである。（photo １）

　当地域協議会総会は、６月２４日に開催され、役員、Ｈ１７年度事業計画と事業

予算が承認された。事業の柱は、会議等の開催を基本に、交流（啓発含む）事業

と学習（調査研究含む）事業が大きな柱となっている。交流の中に学習あり。ま

た、学習の中に交流あり、というのが実態だが、主たるねらいで分類して以下に

紹介する。いずれも主催・共催を基本に紹介し、一部はよこはま地域協議会の役

員・事務局等の複数人の主体的な参加によるものも紹介。

　　①　交流（啓発含む）事業について紹介

◆６日２６日、温暖化防止エコツアー（山中湖、道志村）の交流促進事業共催

（かながわアジェンダ推進センターと協働実施）。大人２９人・子供９人の総

勢３５人参加。主として道志のやさしい水源の里の自然を満喫。

◆９月１０日、Ｔ＆Ｗ２４青木ヶ原樹海（動物

写真家の中川さん案内）、富士吉田市のメ

ダカの学校と明見湖見学会（校長勝俣さん

案内）への協力。ヨコハマから多数参加。

◆９月２５日、忍野観光協会主催クリーン

キャンペーンに協力。ヨコハマから４名

が参加し、交流。（photo ２）

◆１０月１日、水源の里（上野原）体験学習

＆交流促進事業への参加・協力。ヨコハマから多数の

家族が参加。（photo ３）

◆１１月５日、桂川 ･ 相模川流域シンポジウムにてパネル

出展（自主事業）

◆１２月１８日、地球温暖化防止の集い " みず " 分科会の

協働開催による啓発事業。" みず " 分科会をコーディ

ネートし、桂川・相模川、酒匂川、目久尻川等で活動する市民団体間で交流

を図ることができた。諸団体から２０名参加。

photo2　忍野村観光協会主催 ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

photo 1 人気 ｸﾚｿﾝ 即売と
石鹸での換気扇洗い

photo 3 大都会から子供達
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◆１２月２５日、みかんの花咲く丘の収穫祭への参

加による交流事業の実施。大人１１人・子供８名

の総勢１９人参加。温暖な自然の恵みと、自然

農法の食育を満喫。

◆０６年１月２３日、Ｔ＆Ｗ２５目久尻川、柴崎氏（目

久尻川をきれいにする会の副代表）が主として

海老名市域を案内。浄化のために小学生と一緒

にＥＭ団子を作り川に流すなど地域に密着し

た活動を紹介。総勢１５名の内、ヨコハマから

多数参加。

◆２月２６日、自然保護協会４０周年記念パーティ

に活動団体として参加。

　②　学習（調査研究含む）事業について紹介

◆６月５日、身近な水環境全国一斉調査に６名参

加・協力。

◆９月２８日、西谷浄水場見学会に１０名参加（photo ５）

◆１１月１１日、横浜市環境科学研究所主催研修会『ミティゲーション』の受講

◆０６年１月１８日、小雀浄水場、栄第２水再生セ

ンター。下水処理場の見学は地域協議会として

初めてのこと、７名参加。川の水質に大きな影

響を与えていることに新鮮な興味を皆さんが抱

いた。（photo ５）

◆０６年２月１６日、かながわアジェンダ推進セン

ターとの協働によるテーマ別研修「水質検査と

水生生物」の実施と参加。１０名が参加。実際に水質検査ができるようになっ

たことと、水質と水生生物の関連性が理解できたと評価が高かった。

◆０６年３月１０日、環境学習講演会「南極の氷の海と生き物」開催。講師は星

合孝男氏（元国立極地研究所所長）で、海の生態系を中心にじっくり分かり

やすく聞けたと参加者からは大好評。参加１４

名。

◆０６年３月１２日、流域データベース・ＧＩＳ勉

強会にヨコハマから多数参加。講演は横浜国大

ＣＯＥフェローの川崎昭如氏。日本大学生物資

源科学センターも見学した。

                                                                    以上

photo 5 水質の専門家からヒヤリング

photo 6 下水道見学後、懇談

photo 6 小雀場内にある横浜 / 鎌倉の境界

photo 7 星合氏、南極の海を語る
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１１　その他の事業
（報告者　河西悦子）

　�　森づくり関係事業（「笹子の森」水源地観察会）

　２００５年１１月２０日（日）神奈川の人々の大事な水がめ『相模湖』に流れ込む桂

川の支流の一つ笹子川の源『笹子の森』で水源地観察会を行いました。前年度は

緑鮮やかな夏でしたが、今回は秋の紅葉の時期に企画しました。しかし、暖かい

日がいつまでも続いた今年の秋は、紅葉は残念ながら今一つでした。当日は薄日

差す冷え込みが厳しい一日でしたが、神奈川と山梨の協議会会員、地元スタッフ

として「大月森つくり会」や大月短大の学生・笹子小の親子など４０名が参加。参

加者からは「寒かったけど内容は多岐にわたって楽しめた」と好評でした。今回、

大月市環境課をはじめ大月森林組合・甲斐東部木材団地・野草の会など多方面か

らご協力いただいています。

　［日程］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ８：００　　横浜駅出発

１１：００　　大月市笹子

「大月森つくり会」フィールド到着

　　　　○間伐材で『ミニプランター制作』

　　　 　　「イセナデシコ」寄せ植え

　　　　○昼食：豚汁、おいなりさん

　　　　○山主天野さんの『笹子の森の話』

　　　　○皆越ようせいさん指導『土壌生物観察』

　　　　　　〃　　『土壌生物写真スライド上映』

１３：４０　○笹子峠、『矢立の杉』見学

　　　　○「大月森つくり会」林会員による

　　　　　　『笹子の蝶の生息調査について』

　　　　○大月森林組合天野参事の案内で旧道散策　　

１５：３０　○笹一酒造到着「新酒祭り見学」

１６：００　　大月出発

１８：００　　横浜到着

山主天野さんのお話
山梨県 FSC材での
ログハウスの横で

「ミニプランターに
植えたイセナデシコ」

林さん
『笹子の蝶の
生息調査』

皆越ようせい
さん『土壌生
物観察』
子どもたちが
夢中で見つめ
ていました。

笹子峠旧道散策
落ち葉を踏みしめて

大月森林組合参事

※参加者の杉村敬一さんから丁寧な感謝のお手紙を頂きました。

　　『矢立の杉』について
「日本一の富士山」と「日本を
代表するスギの名木」は共に山梨
の誇りです。現状を見ると直ちに
措置が必要。根元の空洞部に人が
入らないように柵の設置など、　
　「樹木医」の診察を受ける
        ことも大切です。



－５３－

　�　洗剤対策事業

（作成者　中村道子）

　　ア　家庭用洗剤対策事業

　上野原市では春と秋の年２回フ

リーマーケットが行われています。

地域の主婦たちが組織するうえの

はらリサイクルの会が運営し、フ

リーマーケットの売れ残りなどの

布類やフリーマーケットに参加で

きないけれど着なくなった衣類な

どを処分したい人々については、

同じく企画運営している翌月の

ファイバーリサイクルによって、

甲府の業者さんに回収していただ

いています。

　１７年５月２２日（日）に行われた

フリーマーケットに、コープやま

なしさんと隣りあわせに場所を確

保して、換気扇洗いを行いました。

　桂川・相模川流域協議会の啓発

ポスターを机の前面に貼り付け、

会報誌あじぇんだ１１３などを配布

しながらの換気扇洗いは結構楽し

く、油汚れの落ち具合を見てもら

えました。

　となりのコープさんの粉石けん

が品切れになり、どこで手にはい

るかなどフリーマーケットが済ん

でも聞かれたりしました。

 

　　イ　ビルメンテナンスの洗剤対策事業

　　　　これまで市民にできる石鹸使用

推進活動は家庭内の洗剤にのみア

プローチしていたが、今年からビ

ルメンテナンスの事業者でありま

す田嶋さんがメンバーとなって、

ビルの洗浄剤を石鹸に切り替える

ことの必要性を市民部会や専門部

会などの場で発表してくださいま

した。

　これらの経過から、シンポジウ

ムでの分科会として洗剤対策分科

会を開くことができました。

　一般の家庭に普及している合成

洗剤よりずっと濃度も濃く、その

ため業者さんの健康被害が心配さ

れると共に、ビルを洗浄した汚染

水は大方雨水と同様に河川にじか

に流れ込んでいくこと、その量は

膨大な分量であり河川環境に大き

な影響が心配されるなどの指摘も

あり、改めて石鹸使用の必要性を

痛感しました。

　今後の活動の組み立てなど、業

務用の洗剤という分野に私たちが

どのように関わっていけるのかな

ど、新しい展開に心新たに向かっ

ていきたいと思います。
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　�　外部との交流・連携

　　ア　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）からの研修生の受け入れ

（報告者　神奈川県環境農政部大気水質課）

　平成１７年１１月５日（土）に開催された桂川・相模川流域シンポジウムにウ

ルグアイからのＪＩＣＡ研修生３名が参加し、パネル展示も行った。

　また、同１１月７日（月）には、神奈川県事務局を訪問し、桂川・相模川流域

協議会の活動事例を紹介した。

（来日の目的）

　日本における水質管理の中で、戦略策定、汚染源管理、水質モニタリング、

普及啓蒙・住民参加の各段階における技術を習得し、ウルグアイ国で適用でき

るノウハウを蓄積する。

　研修生は、ウルグアイ国の大気・水質・土壌等の行政の責任者であり、２０日

間の来日期間のうち、研修の一環として当協議会の活動を見学したものである。

　　イ　日大生物環境科学研究センターとの連携

（報告者　關　正貴）

　平成１７年９月３０日（金）に日本大学生物資源科学部大講堂（神奈川県藤沢

市）にて「自然と人が無事に生きつづけられる地域環境づくり国際シンポジウ

ム」が、日本大学生物資源科学部、同生物環境科学研究センター、日本大学大

学院生物資源科学研究科・獣医学研究科主催のもと開催されました。このシン

ポジウムでは、生態地域環境としての ｢ 流域 ｣ に注目し、そこでの課題や展望

について、日本、欧州、アジアから７名の講演があり、国際的な比較検討が行

われました。また、参加者は延べ４３４名（学生３４８名、教職員５１名、一般３５

名）でした。

　わが流域協議会は後援という形で参加し、参加者全員に流域協議会の案内用

チラシを配布しました。またこの他では、受付の横にテーブルを用意し、希望

者に、あじぇんだ１１３会報誌、２００４年度活動報告書を配布しました。

　大学での開催ということもあり、特に、多くの学生の参加があり、流域環境

や地域環境づくりに興味のある若い世代に流域協議会の活動を認知してもらう

よい機会となりました。

ＪＩＣＡ研修生による展示 日大での国際シンポジウムの様子
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　　ウ　水源の里・忍野八海クリーンキャンペーン

（報告者　山梨県大月林務環境部環境課）

　２００５年９月２５日（日）、忍野村観光協会主催、忍野村及び桂川・相模川流域

協議会共催により、水源の里・忍野八海クリーンキャンペーンが開催された。

　午前は忍野八海、桂川周辺、東海自然歩道等で１００名を超える参加者が清掃

活動を実施した。

　午後には、忍野村観光ボランティアガイドによる忍野八海周辺の歴史等の観

光案内もあり、充実した内容となった。

　忍野村観光協会では、地元住民を中心に年３～４回程度、忍野八海を中心と

した清掃活動を行っている。大規模な動員は今回が初めてということであった

が、曇天（小雨）にもかかわらず一生懸命活動してくれたので、毎年継続して

実施していきたいとのことであった。

　　エ　平成１７年度 KANAGAWA Clean Wave Network（山・川・海　活き活きクリ　

　　　ーンキャンペーン）との連携について

（報告者　神奈川県環境農政部大気水質課）

　このキャンペーンは、清掃による豊かな自然環境を保全する取り組みを行う

にあたり、山岳美化、河川美化、海岸美化と地域ごとに個別に実施していた美

化運動を地域を越えて密接に連携することで、山・川・海のクリーンネットワー

クを構築し、より強力に美化運動を推進していくため、「丹沢大山クリーンピ

ア２１」（事務局：神奈川県自然環境保全センター）と「（財）かながわ海岸美化

財団」が主催する新しい運動の波（Wave）です。

　本協議会は、平成１７年１０月１６日～１１月２７日に開催されたこのキャンペー

ンに協賛しました。

　１０月１６日に清川村役場、１１月６日に茅ヶ崎市ヘッドランドで開催されたメ

インキャンペーンを始め、県内各地の山・川・海において清掃作業等が行われ、

合計では２２４団体、６，７２３名の参加がありました。

忍野八海クリーンキャンペーンの様子
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桂川・相模川流域協議会規約

（名　称）
第１条　この会は、桂川・相模川流域協議会（以下「流域協議会」という。）という。

（目　的）
第２条　流域協議会は、桂川・相模川の流域（河川において地表に降った降水を集水する地形的な範囲をいう。以下同じ。）の行動

計画である「アジェンダ２１桂川・相模川」を推進することにより桂川・相模川の流域の環境保全を図り、もって、持続可能
な発展を基調にした環境保全型社会を築くことを目的とする。

（事　業）
第３条　流域協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。　　
　　�　「アジェンダ２１桂川・相模川」の策定、推進、評価及び見直し　　
　　�　桂川・相模川の流域の環境保全を図るための事業　　
　　�　流域協議会の会報誌の発行　　
　　�　その他流域協議会の目的達成のために必要な事業
　
（会　員）
第４条　流域協議会の会員は、正会員及び賛助会員とする。　　
　２　正会員は、桂川・相模川の流域の市民、事業者（公営企業を含む。以下同じ。）、行政（地方公共団体（公営企業を除く。）及

び国をいう。以下同じ。）、桂川・相模川の水を水道水として利用している者、その他流域の環境保全に関係する者で、本会の
目的に賛同する者とする。

　３　賛助会員は、本会の目的に賛助協力する者とする。　　
　４　流域協議会の会員は、会費、負担金、賛助金（以下「会費等」という。）を納めるものとする。　　
　５　会費等は、年額とし、毎年４月１日から５月３１日までに納入しなければならない。　
　６　会員は、流域協議会が行う事業への優先参加並びに流域協議会が発行する会報誌及び図書の優先配布を受けることができる。
　
（入会及び脱会）　
第５条　流域協議会の入会及び脱会に関する事務は、事務局（第１５条に規定する事務局をいう。）が行う。
　
（役　員）　
第６条　流域協議会に、次の役員をおく。　　
　　�　代表幹事　　　５名　　
　　�　幹事　　　　　主体（市民、事業者及び行政をいう。以下同じ。）別部会毎に５名以上１０名以内
　　　　　　　　　　　地域協議会（第１１条の規定により地域に設置された協議会をいう。）毎に１名　　
　　�　会計　　　　　１名　　
　　�　監事　　　　　３名
　２　役員は、会員の中から、幹事は各主体別部会、地域協議会が推薦した者について総会において承認し、役員は総会で選出する。
　３　代表幹事は、幹事の互選により定める。　　
　４　役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。　　
　５　役員が欠けた場合における補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（役員の職務等）　
第７条　代表幹事は、流域協議会を代表し会務を総理する。　　
　２　幹事は、流域協議会の運営について協議する。　　
　３　会計は、流域協議会の会計事務を担当する。　　
　４　監事は、流域協議会の会計及び会務執行を監査する。
　
（総　会）　
第８条　総会は、定期総会及び臨時総会とし、代表幹事が招集する。　　
　２　定期総会は、会計年度終了後、毎年１回、開催する。　　
　３　臨時総会は、代表幹事が必要と認めたとき、又は、幹事会若しくは監事の要求があった場合に開催する。
　４　総会の議長は、その総会において選出する。　　
　５　総会は、次に掲げる事項を協議・決定する。　　
　　�　規約の制定、改廃　　
　　�　会計及び監事の選任並びに幹事の承認　　
　　�　事業計画及び収支予算に関する事項　　
　　�　事業報告及び収支決算に関する事項　　
　　�　その他幹事会が必要と認める事項　　
　６　総会は、会員の現在数の２分の１以上の出席（委任状を含む。）がなければ開くことができない。　　
　７　総会の議決は、流域協議会が流域環境保全の合意を形成するための協議の場であることに鑑み、正会員の合意をもって行う。
　８　総会において議決に至らなかった事項については、総会において、各主体から５名以内の会員を選出して、協議機関を設置

し、協議・決定するものとする。この協議機関における協議決定事項は、流域協議会の総会の議決とみなす。
　
（幹事会）　
第９条　役員は幹事会を組識し、幹事会は総会で議決した事項を執行する。　　
　２　幹事会は、必要に応じ代表幹事が招集し、幹事会の議長は代表幹事の中から選出する。
　３　幹事会は、流域の環境保全の取組みに関し合意を形成するための協議の場であり、「アジェンダ２１桂川・相模川」の達成状
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況の評価、見直し、流域協議会の取組み等について協議する。
　４　幹事会は、総会に付議すべき事項を協議・決定する。
　５　幹事会は、事務局長及び事務局員について、協議・決定する。
　６　幹事会は、協議に必要な会員の出席を求め、その意見を聞くことができる。

（主体別部会）
第１０条　流域協議会に主体別部会を置く。　　
　２　会員は、主体別部会にそれぞれ所属する。　　
　３　主体別部会は、「アジェンダ２１桂川・相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の取り組み等について協議する。　　
　４　主体別部会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。　　
　５　主体別部会の運営については、主体別部会がそれぞれ定める。
　
（地域協議会）　
第１１条　地域における桂川・相模川の流域の環境保全の取組みを推進するため、地域協議会を設置することができる。　　
　２　地域協議会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。　　
　３　地域協議会の運営については、地域協議会が定める。
　
（専門部会）　
第１２条　幹事会に、流域の環境保全に閑し専門的に検討するため、専門的な事項別に、専門部会を設置することができる。　　
　２　専門部会は、専門的な事項に関係のある主体で構成し、検討結果を幹事会に報告する。
　
（会　計）　
第１３条　流域協議会の活動に要する経費は、会費等、補助金その他の収入をもってあてる。
　２　流域協議会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。　　
　３　会費等の規定については、別に定める。

（委　任）　
第１４条　この規約に定めるもののほか、流域協議会の運営その他必要な事項は別に定める。

（事務局）　
第１５条　流域協議会に事務局を置く。　　
　２　事務局には、事務局長及び事務局員を置くことができる。

（附　則）　
１　この会則は、平成１０年（１９９８年）１月２０日から施行する。　

（附　則）
１　この会則は、平成１０年（１９９８年）１月３１日から施行する。

（経過措置）　　
２　流域協議会の設立当初の会計年度は、第１３条の規定にかかわらず、設立の日から３月３１日までとする。　　
３　流域協議会の設立当初の役員の任期は、第６条第４項の規定にかかわらず、設立の日から平成１０年（１９９８年）度に開催され
る定期総会までとする。　　

桂川・相模川流域協議会の運営に関する細則
　

平成１０年（１９９８年）１月２０日制定　　
平成１１年（１９９８年）５月２９日一部改正

　桂川・相模川流域協議会規約第１４条の規定に基づき、桂川・相模川流域協議会（以下「流域協議会」という。）の運営に関する
細則を次のとおりとする。

１　桂川・相模川の流域の環境の保全に向けて、「アジェンダ２１桂川・相模川」を推進するとともに、市民、事業者、行政（以
下「主体」という。）は継続した協議を通じて相互に理解を深め、合意を形成する。

２　流域協議会を開かれたものとするため、必要な情報は共有する。
　・流域協議会の議事内容は公開とする。
　・会員は、幹事会、地域協議会、専門部会に参加することができる。

　
３　流域協議会の会員は、桂川・相模川流域の環境保全の取組みについて対等な立場で提案し、協議を行う。

４　各主体は、「アジェンダ２１桂川・相模川」及び流域協議会の合意事項を尊重するとともに、実効性のある環境保全のための
方策を推進する。

　
５　各主体は、必要に応じて、学識経験者・専門家の出席について合意し出席を要請する。
　
６　幹事は、必要な場合は、代理者を立てることができる。　　

７　４月１日から定期総会が開催される日までの間の流域協議会の事業の実施については、幹事会において決定し、会計はその
経費を支出することができる。
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編 集 後 記

　当協議会が発足したのは平成１０年１月です。以来８年が経過し、当初は活動毎の報告書で

したが、今では活動全体を総覧できるように年次報告書（６冊目）として定着してきました。

流域アジェンダの理念を共有し、絶えずその高みを見据えつつ、取り組んだ成果が報告されて

います。

　当初、このような市民・事業者・行政の三者による協議会方式による流域管理は珍しくもあ

りました。以後の８年間には、こうした市民・ＮＰＯ活動の先駆性と専門性を原動力とする協

働方式自体は、地域各所で取り入れられています。また、相模原地域協議会が誕生するなど、

地域協議会活動の拡充もあり、その成果も加わってきました。こうした時代の流れを反映し

て、今年度の年報の質は、ページ数こそ少なくなっていますが、質的な重量感は増したという

印象を持っています。こうした緒経過を尊重して、今後とも編集に当たりたいと考えていま

す。（Ｍ）

　この年報は２００５年度の活動報告であるが、２００６年度に食い込んで作成をされている関係で、

２００６年度の事業が同時にすでに進行している。２００６年度環境調査の魚道調査の講習と実習は

高校生、大学生も参加、２６名で賑やかだった。（Ｋ）

　コイの環境ホルモン、ホタル生息状況、淡水シジミと、生きものの調査に関わってきて、流

域の生物たちのおかれた状況も近年、劇的に変わっていると痛感しています。「生物多様性を

守る、イコール環境の多様性を守る」を肝に銘じたいと思います。（Ａ）

　海老名市は相模川の中・下流域に属しておりますが、今回、活動報告書の作成に微力ながら

参加させていただき、上流域での活動を知る良い機会となりました。（Ｋ）

　はじめて、この協議会の事業に参加しましたが、多種多様の活動が年報作成作業を通じて理

解することができました！これからも、環境美化や保全活動などを通じて河川をもっときれ

いにしてもらいたいです！（Ｏ）

　２００５年度活動報告の編集作業を進めていくうちに、皆さんが強い思いを持って桂川・相模川

流域の環境保全に取り組んでいることを改めて感じました。今後も桂　川・相模川が清く豊か

に流れるよう流域環境保全に取り組んでいきましょう。（Ｏ）

　今回は、読み手の方にとって読みやすくなるよう、共通ルールである「作成の手引き」を活

動報告担当で作成し、それによる執筆をお願いしました。結果、全体の統一が図れたなど一定

の成果がありました。しかし、見直す点も多く、今後の課題です。（Ｈ）

　平成１６、１７年度の代表幹事であり、当協議会の発展に御尽力いただいた小宮昇様が、平成

１８年４月５日お亡くなりになりました。謹んで御冥福をお祈り申し上げます。



※　ご意見、ご感想がありましたら事務局までお寄せください。

２００６年３月発行

　　編集発行　　桂川・相模川流域協議会
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　なお２００６年４月からは、山梨県の事務局は次のとおりとなります。

　　　●山梨県富士・東部林務環境事務所環境課
　　　　　　　〒４０２－００５４
　　　　　　　　　山梨県都留市田原三丁目３－３

電話０５５４－４５－７８１１
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